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地区スローガン

「その先の奉仕に こころを込めて · M • M%=M 」

地区ガバナーテーマ

「あなたの近くに、奉仕を待つ人が」
地区ガバナー 川田代 泰和

（日 程 ）

鹿
児

E6EE 年F 月EE 日（金） ノ云、 島
鹿児島市与次郎 1 丁目8 番 10 号J ．

鹿児島サンロイヤルホ テ ル E 階 「太 陽の間」T:466~ 場 沖
縄
J 



目 次

1. テ ーマ ・スローガン・QQse9g 表紙 裏）

E9 第 TTTTT キ ャビネット会議 IBM~ 者名簿

L9 第 TTTTT キ ャビネット会議次第

: 9 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・. . H9h 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・· · H9E8L 

STr E6EE8E6EL 年度Q_Bs 際プログラム

SEr E6EE8E6EL 年度地区プログラム

SLr 審議 • ht 項
（イ） 財務運用 ・管理の基本事項 （案）

（口） • 般会議 ・特 溝会計 ，算 （案）

（ハ） 諸会費納人額について （案）

( : ) 地区旅費規程 （案）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・· · H9:8T6 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・· · · H9hQ8T: 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・· H9T(8L6 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・· H9T( 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・· H9T)8EE 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・· H9EL8E: 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・· H9E( 

（ホ） 地区慶,!} 規程 （案） 、QH9 びにキ ャビネット・OB 務局慶弔規程 （案） ………………· H9E) 

（へ） 地区「緊急災害援助基金」 規QeD1S 案） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・· H9EF 

（卜） 第) XTTTt 地 区年次大会ガバナーズア ワード授 与基準（案） · · · · · · · · · · · · · · · · · · · H9EA8L6 

S: r 吸セ ・協議 • TT 項 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・· · · H9LT8LF 

(5) キ ャビネット行 • hBQQ 程表

(6) ガバナー公式訪間実施s 定表

· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · • • · H9LA8LX 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・· H9: 6 

SFr 地 区・複合地区年次大会及びア ジア フォーラム ・QQas 際大会 t_ 程 ………………· H9: T 

SAr 65T: 年式典等 _ 定表 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・· H9: E 

SXr 参考買料 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・· · · H9: L8: X 

（イ） 前キャビネットからの TTT し送り • hB 項 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・· H9: : 

（口） 地区大会 IJ り催地 並びに大会会長 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・· H9: ( 

（ハ） 地 区歴代キ ャビネット : 役 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・· H9: ) 

( : ) 地 区クラ ブ，淵査表 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・· H9: F8: A 

（ホ） 地 区組織編成表 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・· H9: X 



E6EE~ E6EL 年 度 地 区 役 員 名 響

役 職 氏 名 ふ粉策 X 所属 クラ プ 議決•

地 区 力 X ゞ ナ d hQ1QQQ 代 泰■Q か わ た し ら や す か ザ鹿 児 島 第 ―

゜前 地 区 ガ X ゞ ナ 金 沢 寺 ← か な ざ カ ニ ， い ち 鹿 屋 〇

元 地 区 ガ バ ナ ー ・ 地 区 名 誉 願 t 閉 、会 議 艮 好浦 数馬 じ ， う ら わ ず ま 鹿 児 島 〇

元 地 区 ガ バ ナ ー ・ 地 拭 名 贅 願 t 閉 食 理 事 （ 兼 務 ｝ 増 tQQ 敏雄 ま す だ と L 準 鹿 児 島 城 _B1 

゜元 地 区 ガ バ ナ ー ・ 地 区 名 誉 願 t 閉 食 理 事 識 名 安構 し き な や す ● ぶ ム 重
e2 6 

第 . 糾 地 区 ガ
,, 

ナ 糾et1 正雄 し ■ ざ と ま さ ぉ 沖 縄 〇

第 : 崩 地 区 ガ
,, 

ナ 宇都 要 " う と よ ,, 'ヽ も /II 内 第

゜キ ヤ ピ ネ ツ t ヽ 幹 事 ◎北 由 美 子 き た ゆ み こ 鹿 児 島 第 ―

゜キ ヤ ピ ＊ ツ t ヽ 会 諄 本多 弘毅 T ま ん だ こ う き 鹿 児 島 〇

鹿 児 島 J 9 リ ジ ョ ン ・ チ ェ ア バ ー ソ ン 久 米 浩ム；
' ' ，

こ う た 串 ＊ 野 6 

沖 縄 J 9 リ ジ ョ ン ・ チ ェ ア バ ー ソ ン 喜名 景 秀 ■ な け い し ，] ■ 浦 添 〇

p " 
＾

統 括
,, 

ダ 生駒 大志 い こ ま た T ヽ し 鹿 児 島 〇

p B9b8T @ 統 括 サ プ リ ー ダ ー （ 兼 務 ｝ 狩,,, 豪 か り ， 与 ：：： ， 鹿 児 島 黎 靡h 

゜鹿 児 島 J 9 T � 9 ゾ ー ン ・ チ ェ ア バ ー ソ ン 八h 丈韓 淳・ 一 ■ ・］ た ん だ し …■ X ・ ち 鹿 児 島 城 _1h 

゜” E � 9 ゾ ー ン ・ チ ェ ア バ ー ソ ン ’ 段 勝 与 T の だ ん ま さ : 鹿 児 島 谷 _1h 

゜” L � 9 ゾ ー ン ・ チ ェ ア バ ー ソ ン 水 " 純 →郎 な が い し ■ ■ い ち ，，,, u 閥 ,,, 央 〇

” : � 9 ゾ ー ン ・ チ ェ ア バ ー ソ ン 梅 tQQ 健 ← 与 昴 だ け ん X ・ DDT 靖＼ ＊ 野 6 

” 9( α9 プ ー ン ・ チ ェ ア バ 中 ソ ン 長島 俊組 な が L ま ■ し "' り 出 水 6 

” ) � 9 ゾ ー ン ・ チ ェ ア バ ー ソ ン 即h 凡 伸 ー 」］ か も と し た い ち T 痘 分 年 人 〇

” B α9 ゾ ー ン ・ チ ェ ア バ ー ソ ン 書 JU 十治 あ " か わ こ う に未 古 6 
，， A � 9 プ ー ン ・ チ ェ ア バ ー ソ ン 封 蕗 勉 た い ■ つ と キ 継 美 火 島 〇

沖 縄 J 9 T � 9 ゾ ー ン ・ チ ェ ア バ ー ソ ン 前,, 寛道 ま え ど ま り い ろ み ち 沖 縄 ピ ー ス

゜” E � 9 ゾ ー ン ・ チ ェ ア バ ー ソ ン 神QQQ 剛 か ん だ た け し 浦 添 て だ こ

゜” L � 9 ゾ ー ン ・ チ ェ ア バ ー ソ ン ,,, ;; 靖 な か ま や す し 首 里 キ ャ ッ ス DB 

゜地 区p ReQ 滲委 員長 竹 ド 洋 B_G た け し た よ T に鹿 児 島 南 洲

゜地 区p 箪軍委員長 （兼務 ｝ 狩 生 豪 か り ■ 与 ご う 鹿 児 島 黎 靡h ●務

糾クテプ委 員全リー ダー 泥辻 伸朗 」T つ じ ● ぶ ,第 ,, 鹿 児 島 城 _B1 

゜pbt@ チーム 新 会 員委 員会リーダー 松 若 哲 也 ま つ 力 ■， ' ') や 鹿 児 島 南 洲

゜会 員満 足度 委 員会リーダー ,,, 駒 博孝 い こ ま つ ら た カ 鹿 児 島 明 倫

゜地 区p • I 委 員長 援園 哲朗 ぇ・ ■ 2eeIreer Dm DD 鹿 児 島 〇

地 区ぷ■8+ 、' '.『 委 員長 窪 tQQ 光子 く ぽ た み つ こ 奄 芙 大 島 〇

地 区199.g 2 委 員長 仲 宗根 忠貞 な が そ れ た だ ま さ 南 風 厭 か す り

゜地 区クエ ス ト委 員長 本辮 洋 T ま ん だ い ろ し 鹿 児 島 さ つ ま

゜地 区/ . n ・レ十委 員長 ヨりtQQ 豊年 ま え だ と よ と し 鹿 児 島 明 倫

゜地 区ア ラート委 員長 ◎ 中m 隆洋 な か 世 た か 「 ,第OQOQ 永 ［、 部 〇

地区h. I 委 員長 剖 ILL 広 叫 ■ X ・ や ま 「 ス あ ■ 宮 DD 6 

地 区年次 大会 委員 長 安 tQQ 勝 英 や す だ か つ 〇 で 鹿 児 島 〇

地 区年次 大会実 村委 員長 ＇：妻 通" こ う 8h ま み ち 」］ 鹿 児 島 さ つ ま

゜演攘 撤 ■ ま だ と お ‘ 鹿 展
地 区会計監 査委 員

, , , ., ↑春 な か ，ま ら こ と ‘ 種 s 島

すプザーパ一

地 区p R 「『 ~'/j 委 員長 与那 囀%+49 よ な か す ま さ 恩 納

内村 徹 ■ し む ら と お ‘ 鹿 児 島 さ つ ま
地 区p 1Q81T 瀞h 委 員長

簡雌 暉 文 し ん が ■e6 ふ " Ds ギ ht1 
斜クテゾ 委 員会サプリーダー '" 米 大"' い ち T だ い き く 鹿 児 島 南 洲

p ~ @ チーム メンパ一 新会 員委 員会サプリーダー 溝「T 芙純 み {ぇ <: ち み す み 鹿 児 島 南 洲

会 員満 緯度委 員会十プリーダー m 原 ）成 一部 た I: ト ら せ い い ち ，，B 鹿 児 島 リ バ テ ィ

地 区p V+eth 委 員長 兼城 和美 か ね し ，， か ず T 北 谷

泥崎 点 手 お ざ き き ょ う こ 靖＼ ＊ 野
地 区• . · j · I 副 委員 長

■願 和災 ● ■ が ■ か ザ hl9 I B 2e 
地 区Q 」. tj 謂委 員艮 ｛兼務 ｝ 増 tQQ 敏 雄 ま す だ と L 準 鹿 児 島 城 _B1 

青 tQQ 雅之 う ち だ ま さ T■ ■ 鹿 児 島 さ つ ま
地 区クエ ストしT5h 委 員長

知 念 学 ち ね ■ ま な ぶ 浦 添 て だ こ

地 拭/ . n ・レオ 揺h 委 員長 東郷 芙明 T う こ う つ て 恙 ■ 鹿 児 島 維 糾

地 拭/ . n ・レオ 揺h 委 員長 窪 韓 智幸 く ば た と も ゆ き 奄 芙 大 島

地 拭/ . n ・レオ 帥h 委 員長 徳tQQ · h■ と く だ の ') こ 宣 野 湾 ・ 普 ■ sBQQ 
地 区アラー ト副 委員 長 砂川 既蔵 す な が わ と よ ギ ，，キ 満 + 銀

地 区h. 理翡委 員長 喜祖 康祐 き ■ X ・ こ う す け 蕗 界

■凡 文啓 よ れ も と ふ み ■ ■ 沖 縄
キャビネット委 晨

R 原 のぞみ ，， た は ■ の キ ■ 沖 縄

●"'·" ' ●"町 ｛ダ← パ, . 員．．、 ． ＇ 凶

●9 ふ叩 ダ_ , ,, 、［し＇ 尋 ●' " '" '絞及び女袢← ム

●地ド 役員Ｃ暉 がx 複合 区を兼務

全"携“ エ定 者数

予定議 決権 数

名

名

-‘-‘
5

3

ー



第 T 回キャビネット会議次第

議 長 ： 地 区 ガ バ ナ ー

•

•

•

•

•

•

•

1

2

3

4

5

6

7

A9 

司会進行

開会宣言並びにゴング

国旗に敬礼・国歌並びにライオンズクラブの歌斉唱

物故ライオンに黙祷

定足数の確認

出席者紹介

地区ガバナ一あいさつ

前年度地区ガバナーヘパーストバッジの贈呈

役員バッチの贈呈

本年度活動方針

(1) 

(2) 

国際会長プログラム

地メ ガバナーの基本方針並びに菫点 日標について

X9 

T69 

議事録作成人及び議事録署名人の指名

審議事項

キ ャ ビ ネ ッ ト 幹 事

か わ た し ろ やすか ず

t ッ ，" 田代 泰和
き た ゆ み こ

R 北 由美子

' わs — し ろ やす, ,

地区ガバナー R 川鵬代 泰和

かわた しろ やす, ,

地メ ガバナー R 川囮代 泰和
かわた しろ やすう て

地区ガバナー R 川田代 泰和

か わ チ し ス やで かず

地区ガバナー R 川田代 泰和

H9 : ~ T6 

H9 TT~ T: 

(1) 

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

(6) 

(7) 

財務運用・管理の基本事項 （案）

一般会計・特別会計予算 （案）

議会費納入額について（案）

地区旅費規程 （案）

地区慶弔規程 （案）並びにキャビネット事務局慶弔規程 （案）

地区「緊急災害援助基金J 規程 （案）

第) X 回地区年次大会ガバナーズアワード授与基準（案）

地区ガバナー R tQQ わ崖代 暴面

H9 T( 

H9 T)8EE 

H9 EL8E: 

H9 E( 

H9 E) 

H9 EF 

H9 EA8L6 

TT9 要望 ・協議事項

(1) 

(2) 

要望事項

協議事項

地家ガバナー R h5B2%’ 代 羞和
H9 LT8LE 

H9 LL8LF 

TE9 行事予定報告

(1) 

(2) 

(3) 

キャビネット行事日程表

ガバナー公式訪問実施予定表

地ス 年次大会他

イ．

ロ．

9 ヽ ．

ホ．

第) X 回地区年次大会

第) X 回複合地区年次大会

第) 6 回東洋東南アジア ・フォーラム

第T6( 回国際大会

〇周年式典等予定表

9

2

3

4

～

～

8

o

l

1

ー

1

1

2

3

4

4

4

4

4

4

4

•

•

•

•

•

•

•

P

P

P

P

P

P

P

P

2



TL9 地 区役員の方針と 目標について

Str 鹿児島J 9 リジョン ・チェアパーソン

(2) 沖縄R. リジョン ・チェアパーソン

(3) 各ゾーン ・チェアパーソン

(4) 各地 区委員長

T: 9 参考資料

Str 前キ ャビネットからの 中し送り事項

(2) 地 区大会開催地並びに大会会長

(3) 地 区歴代キ ャビネットニ 役

(4) 地 区クラブ調査表

(5) 地 区組織編成表

く め こ う た

L. 久米 浩太

L. 喜名 械畜

（ 各 位 ）

（ 各 位 ）

· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · H9 : : 

· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · H9 : ( 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・· H9 : ) 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・· H9 : F8: A 

· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · H9 : X 

T( 9 そ の 他

T) 9 ラ イオンズ ・ロ— ア 名誉顧問会議長 ・元地 区ガバナー

TF9 閉会宣言並びにゴング

し ゃ う ら か ず ま

R 寿 浦 数 馬

地区ガバナー R hQ#ty 暴面

3



／／

4



入
く
ー
ぃ・
3

ハ
ト
ヽ
ぃ
ヽ
暉
俎
巖
回＇

。
IJ4
D
や
ー

載〉
q

剖

蓋
却
む
ヽ`

製

〇
3
°
リ4
D
悩
印
ド・
賑

pヽ
ぃ
ヽ
e
w
IJ

な
ぷ
皿
如

択
〇
々
0
3
2
わ
翠
〇
益
や
く
ー

ト
e
U
怜1

涵

玲一
〇

悩4第i
eo
e
摂
e
く
幽
俎

各
ハ
m
￥
4
ュ

ー
7
‘

°
リ
1ヽ
悩
3
v
e

泉
9,
＄
匹ク
→
忌
，

っ
2
IJ
e
3
2
"
も
IJ

内
ヽ
鳥[
D
毯
如
条

屡．
q
曲
皿
g
皿
ヤ
悩
，

竺1
恨
択
e
卿
瞬
内
や
凝
肛
IJ一
翠
妾r,
％一
入
く
ー
入・
ハ
ド
ヽ
ぃ
ヽ

。
如
2
日
内
3
)
D
IJ
さ
る”
灼
班
紺
0
%
9口
尽
る"
3
四
心
用〉
0
%
9IJ

e
や
伶
回
網
G
％
如
俎
＃
密
要
e
■

監
却
ド
⇒

中，
俎
「

薔
妾
為`
一
式
L
<
州
ェ
ネ
6
皿レ
q
K
ハ
ャ
ヽ
ぃ。
IJ4

、一
悩―
1
)
C
□

”~一
熙
。
「
や
や
<
IJ4
0,
q
“
や
〕`
む
。、
IJ4
〜ヤ
悩一
粟
ハ・
“:
2
卜
“E
Y
綸―’
q
謡

。々
IJ
1ヽ
悩
⊃
如

涵
痰
e
中
〕＇
魚ぃ
皿
，

2
e
e
⇔
2
暉
ー
e
姓
□

e
IJ」
。

“E
Y
IJ一
K
ハ
ヤ
）`
い
9
皿
〕＇
P）
0
£
22
ifl
cy
。
IJ
ら

悩
0
⇔
IJ一

9F
内
ヤo
g
鈴
り

Tー
コ
ー

℃
餅
症
e
ぼ
却1,
G
IJ
ら
熙
認
如
入
ー
ギ
ー
ヽ
e
甜
條
皿
や
エ
ハ
て

ヽ
e
K
ハ
ヤ
ゃ
い
、

0
伶
IJ一
e
％
内
q
室
〉
朕
e
中
〇ー
J
IJ-
6
澳
e
K
ハ
ヤ
や
小
”．
崇
ド、
oiJ-
内
や
幽
堡

「
卜
や
<
叔
5
Ｖ
O
&
ド
C
回
ド
5
0
星
姻

ー
”4
"4
,

知
e
"4
3
ド
D
2
e
e
＆
如
測
リ
⇔
e,
1
e'
っ．
q
狛
"~
Y
¥
、

9,
q
ヤ
や
旨
伶
わ
9「ヽ
く1
"
ら
や
餐

9」
。
"
ら
悩
D
姿
回
や
s
IJ一
8
"4
内
ヤ
如
К
脳）
q
ヽ
ぃ
ヽ
K
ハ
ャ
ヽ
ぃ
e
ば
却1
召一
ー
―ヽ
へ'
,

D

令型
〇

獣
如

ー
(-
ヽ
k
ド
Kr―
へ
，

0
＂
ら
如

慧21
U
i
~
e
「
K
1（
ー
ヤ
＊・
ハ
ヤ・
X1
ヽ
ー
川」
。
＂
ら
ゃ
喘
ー
0
隈
州
e

中）
や
g＾
炉
「～
片
怜一
＃
拙
）`
〇~～
1．
担。
＂4、1
や
直加
w
e
x
、ハ
ヤ
ゃ
い
＃
謡
勺
2

l々l
"金

e
、＿
口
嶽
e
熙。
「
や
）

條
ー

K
入
ャ
ヽ
ぃ
巾
＂
松、
IJ一
ギ
却
＜
怜一
條）
q
森」
。

ヤ
悩
3
V
D
IJ一
0
認
如
痣
出
e
中
E一
ハ
く
ー
入
，

G
裕
や

Y
ー
e
ー

く
入
X
蕊「
藝
IJ
ら
登
捉
却
ヽ
ぃ
ヽ
K
ハ
ヽ
ヽ
い
上
ハ
ぃ
ヽ
ト
ユ
ー

く
IJ一
叶
\t
9
6T
f1
~
:第:
e
担

。
IJ
ら

農0
玲
や
や
ー

く
ハ
X
e
x
ハ
ャ
ヽ
m
、

V

⇔
や
な
”4

内
玲
ゃ
Y
毯
肋
四
＆
甑
な
」{{
付
怜一
駆g
感畑。
ネ
や
い
や
や
梃
條
e
担
う
e
ぃ
ゃ
。
"
mD
悩
印
ド
D
毯
畿
如
紺
Y

e
ハ
く
ー
入
条
鉛
抵
煕
卜
9
"
快
炉＞
q
U
中
，

2
蓋
藻
晦
塞
e
く
俎
＃

罵1
e
IJ
o

ぃ
"!第第.
y
<＇:,
i
や
<
州}
ー一

登
〉
ヤ
梨
k
m一
e
内
u
〉

V
D
置
如
曲
IJ一
如
杏
⇔
廊
冷＞
q
な
孟
曲
e
D
諮
〇一
5

＆
印＇
q
Em
e
摂
唸。
ハ
く

ー
入・
ハ
ド
ヽ
ぃ
ヽ
巾
g,
2
「
も
い
や
届
内
U
〉

)
C

佑
獣
桑
伶
<
心
、’-
q
ド
o
呆
如
ゃ
<
心レ
q
⇔
<
心」

。
ト
ゃ
e

I
N
内
3
ド
ち
〇」2
批
IJ一
事
紺＇
→
佃
、一

藁
撃
｀
V-
日
、

や
洲
似。
こ
い
佃
6
厖
如．
駁
IJ-'
→
日・
q
く
謎
、

3

製
香
IJ-
3
国．
最

編

J
IJ
e,
1
2
内
最

翌
ハ
い
や
ト
ユ
ー

く
、

に
ゃ
e,「`
e
｀
ヽ
＊
“
内
い
営
廠

如
2
1
D
匝
‘

0
玲
や
廷
ー

壼
11第-
｝

q
脩
＃さ
思
煮
桜

編
‘

”一
2
1
e,
´
Ｎ
e
泉
樹
ハ
く
ー
入•
ハ
ト
ヽ
ぃ
ヽ

5



6
-
O
N
.
m
-
O
`

砺
E
o-u
」<
m
3
0m

。
ヤ
ゃ
2
IJ
内'
1

ぢ
画
十
愕一
S
リ4
e
X
ハ
ャ
ヽ
ぃ・
q
掛‘
中

IJ
ヽ
中
。

い
悩9
1
)
つ
甦
2
内
切
や
IJ1
溢
后
却
澁
后
怜
‘

g一
U

#
q
4第
如

が
q
迦
、

サ1
掛
ゃ

廿IJ
な
荊
Ｖ
て
い
如
2
IJ
IJ
お
Ｖ

〇
&
IJ一
や
悩
´
IJ
o

ト
ゃ
s
p
e
挑
廊
分
悩
3
,

サ1
嬌
e'

も
Q

伶
IJ1
幽
俎
艇
回
。
”4
D
悩
0
伶
IJ-
S
ゃ
や
忌
艇
回
サ一
嶋
廿｝
e

掛
。

ヤ
悩
9→
)
C

⇔
2
出
性
灼

毎＇
0`

■

〇
蛍
妾t
m一
、
い
ヽ
e
担

「
ヤ
や
<
灼
栞
択

内
は’
廊
挑
如
ド
ト
ー
はい
なゞ

切
K’
q
u
1
。

ヤ
ゃ
e
や
悩
IJ4
e
C

ー
D
4
ー
ト
o
'金
-第-
悩
印
や
玲一
や
柔
珊，
玲一
2
IJ
o
o
“
e
IJ
」

。
卜
ゃ
e
IJ
ら

貶
91
珈
如
卿
リ
e
切
や
廊
挑
如
【
卜
、
ド
他
印
米
＃
や
旨
他
わ

~「`
く1

,-
e
＃
や
租
謡
却
0・
q
⇔
o
e
叫
州）
蛍
妾，
ゎ

農
皆

如
々
く
IJ
＝
ハ
い
ざ
呈
ー

く
，

゜
、
IJ一
2
IJ
内
や
照
似
如

眉

(
0
ー
e
密
甜
監
e
掘
如
中
や
ま

怒、
1
fIf）
ヽ
―

｝、．
1、
ド
、・

出
x．
ヽ
ハ
ャ
ヽ
m
、

怜一
、
m
、
X
ハ
ャ
ヽ
m
e
担
2
ハ
く
ー
入

4
止
ヽ
4
終
印
K

0
U

ら
悩
D
Ir

派
如
U

中
、

％・
掛
u4
5
0
駁
2
内
叩
やv

§
IJ

名記
K
つ
ゃ
に

将
二「｀

。
2
Q
印
や'
q
匡

ぢ
2
ハ
ャ
ヽ
m
)
D

出
ヽ
ヽ
蜀
く
謎
，

ド
⊃

~
Y
~'
〉
“ゞ
）`
む
”4
)＇
、

蜀
袖
邸．
梨。
u4
⇒

悩
3
)
C,
q
g
2

内
〕＇
付
IJ-
g
e
報
翌
〕’
2
1
内
5
IJ一
リ
中
。
u4
D
悩
3
ド
〇

呈

却

埒:第
Y
~
'金金'.
〉
ド
ら
葦
IJ一
S
u4
e
g
皿
，

f
も’
ュ
ハ
い
、
ド

エ
ー

く。
ヤ
ゃ
e
”ヽ
くー
「`
駁
IJー
〉
卜
2
⊃
灼
燎
性
2
諮
IJ一
條
ネ
ぷ
祁

＇レ
q
り4
D
悩
D
益
捻
I1
忙
稲
他
印
米
11
S
u
ヽ
＂
や
米
垣
如
縦
椰

°
リ
ら

農G

⇔
IJ一
e
f
e
嵌
ド
8
供
如
4
H
む

工

c
ヽ
e
IJ一
q~
Y
e,
q
拍
IJ
W
玲
e
E
ま

ミ、
＊
川
，

0

杓IJ一「
丑

比
ｍ．
悩
W
“
為一
〜ヤ
や
）`
、一

中
。

ト
ゃ
e
u
ら
掘
芝
如
'金
X,(,
「

1、
ド
ーIJ一
8
u
松

ぶ
画
お
如
エ
ー
1
翻~
ag
ド
3
や
閾
り一
囮
廊
e

幸
化
座
k,
ト
不`
如
磁
ag
e
●
里
~sl
2
lll2'
:f
ep
u4
e
課
ハ
ッ
ヽ

ロ
ト
e
緊
訳
、

印
申
如
需

尽
ハ
川
い
ヽ
ロ
ト
e
皿
柔
I］一
北

2
、ハ
「1
Ｒ
e
ぼ
。
u
ら
悩
0
悩
殺
9,
q
ド
ト
、
ド
伶
わ9「、
い
ら

2
心
ヤ
卿
舒

翌
ー
1（
想8
g
入
く
□

卜
e
謡
名
、

怜一
縦
贄
e
熙

°
リ、
→
悩
0
メ
州＂
如
ー

も
ー
＝
l2
ハ
n
e
尽
疇
"-
）

い

“
内
駆
"-
＝
ハ
い
ヽ
4
ユ
ー

ỳ
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2022-2023 

ライオンズクラブ 国際協 会 337-D 地 区 川 l 田 イ梵
地 区ガバナー

泰 和
~AWATA~ 廿 !RQ Y A~WKAlW 

・一
」 ～ ご あ い さ つ ～

冒

量

本年 は ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ が誕 生 し て F 6 年 を

迎 え る 年 と な り ま す。 T X ( E 年 L 月に東京 ラ

イ オ ン ズ ク ラ ブ が結 成 さ れ 日本 に おけ る 歴 史 が

始 ま り ま し た。

LLF8o 地 区で は、 沖縄 が T X F E 年 に本

土 復 帰 を果 た し 5 0 年 、 「沖縄 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ」

が T X ( A 年 T E 月 T A 日に結 成 さ れ 「鹿 児 島 ラ

イ オ ン ズ ク ラ ブ」 が T X ) 6 年 ) 月 E 日に結 成 さ

れ ま し た。 私 は今 、 こ の歴 史 と 伝 統 の あ る L L F 
-D 地 区が更 に、 「地 域 の 皆様 に貢献」 し、 会 員

が楽 し く 、 活動 す る ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ を 目指 し ま

す。

E 6 E 6 年 に世界 で 感染 が爆 発 し た 「新 型 コ ロ

ナ ウ ィ ル ス 」 の猛 威 は 2 年経 っ た今 で も 、 衰 え を

見 せ ま せ ん。 径 済 も コ ロ ナ禍 前 の水準 に戻 っ て い

ま せ ん し、 我 々 の生 活 も い ま だ制 約 の 中 に あ っ て

我 慢 を強 い ら れ て い ま す。

世界 で は F66 万人 を超 す命 を奪 っ た 「新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 」 が社会 を大 き

く転 換 し て し ま い ま し た。

ラ イ オ ン ズ に 目を転 じ て 見 る と 、残 念 なが ら こ こ 数 年 、会 員は減 少T 頃向 に あ

り ます。例 会 や奉仕 事 業 も 中止 や延期 を余儀 な く さ れ、大 変 な と き に有 り ま す。

今 こ そ LLF8o 地 区 の ク ラ ブ が草倉」期 か ら 持 ち続 け て い る ラ イ オ ニ ズ ム

の精神 を共 に し、先 輩 ラ イ オ ンが持 っ て お ら れ た 勇気 と 情熱 を引 き継 ぎ、地域

を愛 し、地域 を思 い、地域 に感謝 し て新 た な る ニ ー ズ に合 わせ た 奉仕 活動 を実

践 し ま し ょ う 。

国際会 長 テ ー マ

「· M • M%=M 我 々 は奉仕 す る 」

国際会 長 メ ッ セ ー ジ

「I $>M_{M% · M . z+ 皆 で や れ ば で き る 」

国際会 長／ プ ラ イ ア ン n ・ シ ーハ ン

（米 国 ミ ネ ソ タ 州／ バ ー ド ア イ ラ ン ド R. r 
地区ス ローガ ン

「 そ の先 の 奉仕 に こ こ ろ を込 め て · M • M%=M 」

ガ バ ナ ー テ ー マ

「～ あ な た の 近 く に、 奉仕 を待 つ人 が～ 」

TT 



~ 圧
T9 会 員増 強

今 年度 、 日本 に ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ が発 足 して F6 年 を迎 え る キ と な り ま

す。 T ( 万人 を上 回 る会 員数 は T 6 万人 に迫 ろ う と して い ま す。 LLF8 
o B 也区 で も 、 こ こ 数 年 の コ ロ ナ禍 で会 員数 は本年 : 月末現 在 、 T X ( ( 人 と

な り 、 E 6 T F 年度SE L 6 A 人）か ら マ イ ナ ス L ( L 人 で す。 会 員拡 大 は

恙務 で あ り ま す。 そ の為 にp ~ @S グ ロ ーバ ル ・ メ ンバ ー ン ツ プ • ア プ ロ ー

チ）チー ム を編 成 し、 地 区 は会 員増 強 に 力 を入 れて ま い り ま す。 ま た会 員の 皆

様 の友 人 、 知 人 の方 々 に お声 を掛 けて頂 き、 全 力で勧誘 を お願 い し ま す。

退会 防止 も 大初 な事 と 考 えて お り 、 私 に 出米 る こ と で あ れ ば喜 ん で協 力 さ

せ て 頂 き ま す。

E9R. tj 

「思 いや り は大初 な こ と 」

近年 、 災害 は何 処 で も起 き て い ます。 その準備 は し な く て は な り ま せ ん。

又 、地域 社会 に必 要 と さ れ る ク ラ ブ と し て 、私 逹 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ の準備

は いっ も 、 して い な く て は な り ま せ ん。会 員の 皆様 の御協 力 を お願 い し ま す。

私 逹 と 同 じ ラ イ オ ン ズ の あ る 国 「ウ ク ラ イ ナ」 に対 す る 道理 も 正 義 も な い

侵略 戦 争 、 こ の被 害者 に対 し て の 「募金」 に も 、 協 力 を お願 い し ま す。

L9 / . n · レ オ

【/ . n 】 春 、 夏期 の プ ロ グ ラ ム が中上 と な リ マ ニ ュ ア ルや オ リ エ ンテ ー シ

ョ ン の鎮定 が大幅 に行 われ た為 、 再 開時 に向 けて 準備 を行 っ て も

ら しヽた t9e$ 

【 レ オ】 季 節 交流会 （春 夏秋 冬） を前年 度 か ら行 っ て い る の で 、 引 き続 き

開催 し、 活性 に務 め て い た だ き た い。

合 同 ア ク テ ィ ビ テ ィ が で き る環 境 を 整備 し、 初 の年次 大会 実施 に

向 け て 活動 して い た だ き た い。

マ ン ス リ ー レポー ト を、~ URB$+ を飛用 し活動報 告 を行 い移行 で き

る よ う に し て い た だ き た い。

: 9t. I S イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ア ン ド コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・テ ク ノ ロ ジ一）

情報機 器 の活用 、 報 告 、 情報 ツ ー ルの 浸透 を 図 り ま す。

フ ェ イ ス ブ ッ ク ・ イ ン ス タ グ ラ ム のオTh 用

TE 



( 9 委 員 会 （専 門 チ ー ム ） の レ ベ ル ア ッ プ

p ~ @ 、 p RI 、 p ~ I 、 p • I 、 • H. · j · I 、 R. tj 、 ク エ ス

ト 、 / . n · レ オ、 ア ラ ー ト 、 t. I 専 門的知識 を生 か し て 各 ク ラ ブ ど 清

報 を提供 ・ 共 有 し、 人材 の 育成 を行 う 。

~ 直T9 会 員増 強 と 退 会 防 止

会 員増 強 は恙務 と 、心得 て 、 p ~ @S グ ロ ーバ ル ・ メ ンバ ー シ ッ プ • ア プ ロ ー

チ）を理 解 して 頂 き会 員拡 充 と 退会 防止 に努 め る 。

E9 p ~ @S グ ロ ー バ ル ・ メ ン バ ー シ ッ プ 。 ア プ ロ ー チ ）

(1) 新 ク ラ ブ結 成 に よ り 地 区内の若 返 り を図 る

(2) 新会 員 を加 えて ク ラ ブの活性化 を図 る

(3) 新 た にカ口わ っ た仲 間 と の親 睦 の機 会 と 活発 に満 ち た奉仕 に よ っ て 、

会 員逹 の や る 気 を一新 さ せ る 。 各 ク ラ ブ に対 し、 こ れ ら の 事 を理 解

して も ら い活動 をサ ポ ー ト す る と と も に会 員拡 充 を成功 に導 く 。

L9 ゾ ー ン ・ チ ェ ア パ ー ソ ン

地 区 ガバ ナー及 び リ ジ ョ ン ・ チ ェ ア パ ー ソ ンの指揮 指 導 の も と ゾ ー ンの

運営 に あ た リ ゾ ー ン 内 ク ラ ブ の 怠 り な く指 導 をイ了う 。

: 9 各 委 員会

委 員会 は、 事 業 内容 の充 実 を 図 り 、 ク ラ ブ や会 員に対 して の鋭 明指 示 を更

に分 か り やす く す る 事 に努 め る 。

( 9 / . n · レ オ

(1) / . n ' y 生 の担 握 の徹 底、

プ ロ グ ラ ム 再 開時 の準備 の徹 底、

(2) レ オ マ ン ス リ ー レポ ー ト→ マ イ ラ イ オ ンヘ の移符

年 次 大会 の 開催

季 静 交流会 の 開催徹 底、

合 同 ア ク テ ィ ビ テ ィ の 開催

v / . n は プ ロ グ ラ ム再 開 に向 けて の準備 を充 分 に行 い、 レオ は前期 か ら の

ア ク テ ィ ビ テ ィ を し っ か り 継 続 し、 年 次 大会 の発 表 の場 を 目標 に活動 が活

発 に な る よ う 導 いて い け る よ う にす る 。

TL 



) 9 環境保全

地s 求は今 を生 き る 私 逹 が次 世代 の為 に引 き継 が な け れ ば な り ま せ ん。 命

のB 也本 に 日々の活動 を通 じて の恩返 し と 考 え ま す。

QVo p V の推 奨 I 
エ ス ・ デ ィ ー ・ ジー ズ （サ ス テ ナブル ・ デベ ロ ッ プ メ ン ト ・ ゴ ー ル）

「 T F の 目標 」

① 貧困 を な く そ う

② 飲 餓 をゼ ロ に

③ すべ て の人 に健 康 と福祉 を

④ 質 の 高 い教 育 をみ ん な に

⑤ ジ ェ ン ダ ー手 等 を実現 し よ う

⑥ 安 全 な水 と ト イ レ を世 界 中 に

⑦ エ ネ ル ギ ー をみ ん な に そ して ク リ ー ン に

⑧ 働 き が い も径 済成 長 も すべ て の人 の た め に

⑨ 産 業 と技 術 革新 の 基盤 をつ く ろ う

⑩ 人 や国の 不平 等 を な く そ う

⑪ 住 み続 け ら れ る ま ちづ く り

⑫ つ く る 責任 使 う 責任

⑬ 気候 変動 に具体 的 な対 策 を

⑭ 海 の 豊か さ を守 ろ う

⑮ 陸 の 豊 か さ も 守 ろ う

⑩ 平わ と グ エ をすべ て の人 に

⑫ パ ー ト ナ一 ン ツ プ で 目標 を逹成 し よ う

「私 逹 にで き る こ と ？」

一人 で 出米 る こ と は小 さ く て も 、 • o p V を知 り 行 動 し ま し ょ う 。

T: 



LLF8 o 地 区 SE6EE ~ E6EL 年 度 ） 財 務 運 用

管 理 の 基 本 事 項 に つ い て （ 案 ）

T9 本年度の当地区財務運用並びに管理については，LLF 複合地区会TTTT の規定に基づいて実行する。

E9 地区資金を預金するための取 • ht 銀行は下記のとおり指定する。

〇 鹿児島銀行 本店 （鹿児島市金生町)8) r 

L9 本年度会計の収支予算編成方針

(A) 本年度も，内外の厳しい経済情勢の為，当地区の運営財政も厳しいものが予想される。よっ

て，財政運営においては極力合理化につとめ，効率的な運用を関りたい。

(B) 当地区会計を前年度に同じく一般会議並びに特別会議(YCE, レオ，ライオンズクエスト）

および年次大会に区分する。

S. r 予算会員数は、TDX6X 名をもって計上する。S) 月末）

(D) 基本収支たる地区会費等の基準は次のとおりとする。

〇 地 区 費 月額 ) ) 6 円 年額 FDXE6T リ

' ザ フ タ 負 担 金 月額 E6 円 年額 E: 6 ドJ 

〇 地 区 大 〈"' 費 月額 T66 円 年額 TDE66T リ

〇 地 区 U . n 協 カ 金 月額 T66 年額 TDE66T リ

〇 地 区 レ オ 育 成 金 月額 L6 円 年額 L) 6 ドJ 
' ラ イ オ ン ズ ク エ ス ト 協 力 金 月額 年額 ( 66 ドJ 

。 （緊第 ) ) 急回 地災区 年害次 大援会 決助議 ， E 基年 間金） 月額 年額 6 円

（※第) 6 回地区年次大会決議により，E6T: 年th 」以降人会の家族会員については，地区費等免除とする。）

(E) 地区旅費規定，同慶弔規定，1 司事務局慶弔規定は承認されたものを適用する。

(F) 上半期会員の変動に国る収入，支出金の 自然増減のほか，その他については，下半期におい

て予算修正を行う。

T( 
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E6EE8E6EL 年度 一般会計 予算・収入の部（案）
SE6EE 年F 月T 日8E6EL 年) 月L6 日）

科 目 前 年 度 予 算 額 本 年 度 予 算 額
摘 要STDAXX 名） STDX6X 名）

前 年 度 繰 越 金 TD( ( 6D6XL EDE66DAL) 

sBsB' 『Q ※ TEα1Q 刈：~ P X 名Q1t ム）

地 区 費 T( D6: 6D6A6 T( DTTXDEA6 鹿児島J 名 沖縄名

SE6T: 年tQQ 以降大会の家族会員を除く）

ザ ・ ラ タ 負 担 金 : ( ( DF) 6 : ( ADT) 6 E6HQ K TE ヶ月< hDX6X 名

雑 収 入 ( 66 ( 66 （利息）

（合 計） TFD6: ) D: LL TFDFFADFF) 

（単位 ：円）

T) 
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E6EE8E6EL 年度 一般会計 予算・支出の部 （案）
SE6EE 年F 月T 日8E6EL 年) 月L6 日）

（単位 ：円）

科 目 前 年 度 予 算 額 本 年 度 予 算 額 摘 要

人 件 費 : DLEAD666 ( D) T6D666 （事務局員E 名、年E 回賞与含む）

旅 費 交 通 費 EDA66D666 LDA66D666 （イ）

会 議 費 EDL( 6D666 EDF66D666 （口）

通 信 費 A66D666 ( 66D666 

印 刷 費 A66D666 ( 66D666 

備 ロロロ 費 L66D666 E66D666 

tI 環 境 整 備 費 TD666D666 ( 66D666 

消 耗 lt ロlt 費 L66D666 T66D666 

借 室 費 TE6D666 TE6D666 T6D666 円< TE ヶ月

駐 車 料 T6D666 

゜光 熱 費 TE6D666 TE6D666 T6D666 円< TE ヶ月

福 利 厚 生 費 TDT( 6D666 ) T6D666 （事務局員E 名分）

退 職 引 当 金 TE6D666 TE6D666 

贈 呈 品 費 : 66D666 : 66D666 （ハ）ピンバッチ ・バナー等

地 区名 誉 顧 問会 議 長 活 動 助 成 金

゜ ゜第一・ニ 副地区ガパナー活動助成金 E66D666 

゜第一・ニ副地区ガバナー研修補助費

゜
E66D666 

ザ ． ラ タ 刊 行 費 : 66D666 : 66D666 （ガバナーズレタ一）

慶 弔 費 T66D666 T66D666 

n < I 助 成 金 ( 66D666 TD666D666 SE クラ ブ）

雑 費 : XD) 66 : XD) 66 （ゴミ処理代LDL66< TE か月等）

キ ャ ビ ネ ッ ト 引 継 費 ( 66D666 ( 66D666 （二）

予 備 費 ) XADALL E: XDTF) 

（ 合 計 ） TFD6: ) D: LL TFDFFADFF) 

TF 
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E6EE8E6EL 年度 一般会計・支出の部内訳 （案）
SE6EE 年F 月T 日8E6EL 年) 月L6 日）

（イ ）旅費交通費内訳明細

科 目 内 訳 前 年 度 予 算 額 本年 度 予 算額 摘 要

第 T 回 キ ャ ビネ ッ ト 会議旅費 E66D666 ( 66D666 

第 E 回 ’’ E66D666 ( 66D666 

第 L 回 ’’ ( 66D666 ( 66D666 

（ 小 計 ） X66D666 TD( 66D666 

公 式 訪 問 ( 66D666 A66D666 

CN ・ 0 周 年 記 念 式 典 : 66D666 ( 66D666 

役 員 旅 費 補 助 TD6669666 TD6669666 

職 員 出 張 旅 費

゜ ゜（ 小 計 ） TDX66D666 EDL66D666 

〈 合 計 ） EDA66D666 LDA66D666 

〈単位 ： 円）

（口）会議費内訳明細

科 目 内 訳 前 年 度 予 算 額 本年 度 予 算額 摘 要

キ ャ ビ ネ ッ ト 会 議 TDE66D666 TD( 66D666 

臨 時 会 議 L66D666 E66D666 

名 誉 顧 問 会 議

゜ ゜各 種 会 議 登 録 料 A66D666 TD666D666 

事 務 引 継 監 査 ( 6D666 

゜〈 合 計 ） EDL( 6D666 EDF66D666 

（単位 ： 円）

（ハ）贈呈品費内訳明細

科 目 内 訳 前 年 度 予 算 額 本年 度 予 算額 摘 要

公 式 訪 問 記 念 品 L66D666 : 66D666 （バナー ・ バ ッチ等）

役 員 記 念 ＂’ ＂ T66D666 

゜
（役員ネームプレート）

〈 合 計 ） : 66D666 : 66D666 

（単位 ： 円）

TA 
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（二）キ ャ ビネ ッ ト引継費

科 目 内 訳 前 年 度 予 算 額 本年 度 予 算額 摘 要

人 件 費 : 66D666 L) 6D666 

福 利 厚 生 費 XAD666 ( 6D666 

消 耗
＂＂＂

費 ED666 

゜備
＂’ ＂ 費

゜ ゜雑 費

゜
X6D666 

〈 合 計 ） ( 66D666 ( 66D666 

（単位 ： 日）

E6EE8E6EL 年度 地区大会 収支予算（案）
SE6EE 年F 月T 日8E6EL 年) 月L6 日）

収入の部

前年度予算 本年度予算
科 目 額 額 摘 要

STDAXX 名） STDX6X 名）

前 年 度 繰 越 金 AXADA66 ED6( TDAFF 

地 区 大 会 費 EDEFADA66 EDEX6DA66 T66 円X TE ヶ月X TDX6X 名

（合 計） LDTFFD) 66 : DL: ED) FF 

（単位：円）

E6EE8E6EL 年度 地区大会 予算・支出の部 （案）

SE6EE 年F 月T 日8E6EL 年) 月L6 日）
支出の部

前年度予算 本年度予算
科 目 額 額 摘 要

STDAXX 名） STDX6X 名）

年 次 大 会 交 付 金 LDTFFD) 66 : DL: ED) FF 

（ 合ロ 計 ） LDTFFD) 66 : DL: ED) FF 

TX 
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E6EE8E6EL 年度 / . n 特別会計 収支予算（案）
SE6EE 年F 月T 日8E6EL 年) 月L6 日）

収入の部

科 El 前年度予算額 本年度予算額 摘 要

前 年 度 繰 越 金 TDFTLD: FL TDFTLD: AF 
U . n 協 カ 金

゜
EDEX6DA66 G' P ~ S< TE 乞 tt < QD~ P ~ 名

肱 も1#5BnhDLAL 名 M 噛億 ( EsB 名
SE6T: 年 T 月以降人会の家族会長を除く）

/ . n 派 遣 協 賛 金

゜
( ( D 〇66 「hK$ 名（派遣クラブより受入）

雑 収 入 ( 66 （利息）

（合 計 ） TDFTLDXFL : D 〇6: DEAF 

（単位：円）

支 出の部 （単位：円）

科 El 前年度 予算額 本年度 予算額 摘 要

運 地区/ . n 委 員会活動費 TT6D666 ( 66D666 冬期キャビネットキャンプサポーT 研修費含む

印 刷 ．通 信 費 E6D666 ( 6D666 

営
事 務 費 T6D666 

゜委 員 長 活 動 費

゜
( 6D666 

副 委 員 長 活 動 費

゜
T( 6D666 

費 （小 計） T: 6D666 F( 6D666 
来 tt 学生 tH 迎え 受入れ費

゜
T( 6D666 

受 ’’ ユ ー ス キ ャ ン プ

゜
L( 6D666 

入 受 入 オ リ エ ン テ ー シ ヨ ン

゜
) 6D666 各J 毎SL6D666Hh K E 県）／夏• 冬

ホ ス ト 家 庭 助 成 金

゜
ET6D666 （ホストファミリーT にT5LD 〇66 円）

関
/ . n • 交 流 助 成 金

゜
E6D666 各J 毎ST69666Qeh K E 県）／夏・冬

係 来 n 学生歓迎レセプショ ン

゜
E66D666 

費 ’’ 旅 費 ・ そ の 他

゜
E( 6D666 

（小 計）

゜
TDE: 6D666 

派 遣 生 壮 行 会 費

゜
E66D666 

派 派 遣 生 オリエンテーション費

゜
( 66D666 : TTTr⇒( TTTrS 内容に変更あり）

遣
潤 派 遣 記 念 品 費

゜
T66D666 交換バッジ等

係
帰 国 報 告 会 費

゜
( 66D666 費

（小 計）

゜
TDL66D666 

予 備 費 TD( FLDXFL FT: DEAF 
（合 計 ） TDFTLDXFL : D 〇6: DEAF 

E6 
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E6EE8E6EL 年度 レオ特別会計 収支予算（案）
SE6EE 年F 月T 日8E6EL 年) 月L6 日）

収入の部

科 El 前年度予 算額 本年度予算額 摘 要

前 年 度 繰 越 金 TDXX6D: AL TDXLFD( A( 
L6Seh < TE 生）O K TDX6X 名

レ オ 育 成 金 ) ALD) : 6 ) AFDE: 6 塵 咀畠nQD:TF 名 ~ t 礎tn : AE 名
SE6T: 年 T 月以降入会の家族会員を除く）

雑 収 入 ( 66 ( 66 

（

ロ^

計 〉 ED) F: D) EL ED) E( DLE( 

（単位 ：円）

支 出の部 （単位 ：円）

科 El 前年度 予算額 本年度 予算額 摘 要

レ オ 委 員 会 費 ( 6D666 ( 6D666 

印 刷 ． 通 信 L6D666 L6D666 

レ オ 事 業 費 ) 6D666 TD666D666 レオ合同アクティビティ・レオ年次大会

ク ラ ブ 運 営 助 成 金 LA) D( 66 : T6D666 T6D 〇66 円 < 1T. 7S 会員数( T6 名 < ( 66 円）
（レオ. 5TF クラブrSL. 休TQ4t 

レ オ ク ラ ブ 研 修 会 費 ) 6D666 F6D666 ( D666T■ < h: クラブ
（レオ. 5TF クラブ）SL. 休 ■）

レ オ • / . n 派 遣 費

゜
: 66D666 T66D666 円< : 名

来 日 学 生 交 流 助 成 金

゜
E( D666 ( D666tIh K ( S レオ. r 

n < I 助 成 金 T66D666 E66D666 T66D666 「G< ES レオ. r 

雑 費 ( 6D666 ( 6D666 

予 備 費 TDXLADTEL LX6DLE( 

（

ロ^

計 〉 ED) F: D) EL ED) E( DLE( 

ET 
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E6EE~ E6EL 年度 ライオンズクエスト特湖会計 収支予算（案）
SE6EE 年F 月T 日~ E6EL 年) 月L6 日）

収入の部 （単位 ：1■）

科 II 前年度 予算額 本年度 予算額 摘 要

前 年 度 繰 越 金 TD: FXD: TT EDLXFDF( 6 

ラ イ オ ン ズ ク エ ス ト 協 力 金 X: XD( 66 X( : D( 66 

雑 収 入 ( 66 ( 66 

（

’^ 
計 ） ED: EXD: TT LDL( EDF( 6 

支 !H の部 （単位 ：円）

科 II 前年度 予算額 本年度予算額 摘 要

交 付 金 対 策 費

゜
TD6669666 （誓約金）

ク フ ブ 助 成 金

゜
T6D666 ( D666 円（参加費補助）< E6 名

ワ ー ク シ ョ ッ プ 開 催 費

゜
TD666D666 ( 6 万< ES 冬と春）

予 備 費 ED: EXD: TT TDL: EDF( 6 

（

’^ 
計 ） ED: EXD: TT LDL( EDF( 6 

緊 急 災 害 援 助 基 金
ニ, . ... . .. ..

前 年 度 繰 越 金 T6DX: XD( ) L 

( 66 円< 年ET 議T < T9AXX 名
緊 急 災 害 援 助 基 金 鹿卯島J Q9: TF 名 沖縄: AEJ 名

(※E6 第1466 年回T 月地以区 降次 大大 会会 の決 家議 族事 会項 員を除く）

（

’^ 
計 ） T6DX: XD( ) L 

/ . n 基 金

前 年 度 繰 越 金 TD 〇6( D6E6 t SQ4 限積立JOO 万円）

ライオンズクエスト交付金

I 前 年 度 繰 越 金 I T6( DTTE I 三
地区ガバナー経費

I 収 入 予 定 額 I : ( 6D666 I (国際本部より） t 
EE 
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議会費納入額について SE6EE8E6EL 年度） 案
SE6EE9F9T 現イs4r 

■ 項 tt 月 額 年 額 請 求時期 ・算 !H 基礎 送 金 先

み ず ほ銀 行 第 ( 集 中支店

国 際 協 会 大 会 金 - L( 966 オンライ ン化に( 伴→い- L （大( へ会）TT の翌月末迄） （普 通 預 金 ）
① SE6TF9F9T より - E 
国 ＠ クラブ専用口座番号TF QQBQ 

際 (.I{-) - L( 966 「ラ イ オンズク ラ ブ国際協会」
年 ET 屯TF 月 ・ T 月,,,旬 請求

本 ※ ) 月末、 TE 月末在 籍 （釜 ）国監位 ll'I 硲 TE 条
国 際 ノ@ 費 - : L966 

会 員数 に よ り 計算部 役 員必 携 SE6E6 ― E6E6H91: L 
（家族会員E 人露以降 ( 人QQ 迄は半額）

SDT8T8r - : L966 （※ ラ イ オ ン ズ レー ト は地 区HP 明示 ）

彦 （個 送 の 場 合／ 別 途送 料） （ 部 / ) F 円 ） ※送料 発 生 分イ
オ

（ク ラ ブ ・＾括送 付 の 場 合） St 梱包／約 ( FE HQ t につ い て 請 求
ン
誌

醤 複

’^ 
地 区 費 TL6 seh TD( ) 6 seh 年 E2TT 

F 月 ・ T 月中旬 請求

入’ 日 本 ラ イ オ ン ズ 会 費 A6 円 X) 6 円

地
※ ) 月末 。 TE 月末在 籍

複 合 地 区 大 会 費 ( 6 Pl ) 66 円 会 員 数 に よ り 計 算

区 (.I{-) E) 6 円 LDTE6 円 鹿児 島銀 行 本店

地 区 費 ) ) 6 円 FDXE6 円 年 ET• • T （普通 預 金）f $9LT6AAX: 
悶 F 月 。 T 月中旬 請 求

ザ ラ タ 負 担 金 E6 「'I E: 6 I■
※ ) 月末 。 TE 月末在 箱

ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ
区 地 区 大 会 費 T66 円 TDE66 「'I 会 員数 に よ り 計 算

SDT8T8r FA6 seh XDL) 6 seh LLF8o 
地 区 / . n 協 力 金 T66 日 TDE66Qeh 年 t I 屯TSF 月 ・ド句 請求）

⑤ ※ ) hQ 末在籍会員数により計算

ア 地区レオ育成金 L6 Pl L) 6 円 年 E 回SF ・ T 月下旬 請 求）

ク ※ ) 月末・TE 月末在籍会員数により計算

地区ラ イ オンズク エス ト協力金 ( 66 円 年 T sDBTSF 月 下旬 請求）
テ ※ ) 月末在籍会員数により計算

イ

ど
緊急 災害援 助 資金 6 円

テ

イ

関

係

EL 
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送 信 先
E6EE9 F~ E6EL9) 

t9"• ~ 際会費 ・ 終身会員費 ・ R. 1 「 寄付金 ・ レオ ク ラ ブ諸会費 ・ ク ラ ブtQQ 品代

〒T66866TT 東京都千代田区内幸町T8L8T 

幸ビルデイングE 階

ラ イ オ ンズク」ラ プrkf 際協会' • n@R 調幣事務局

I nR 4 S6Lr ) ATT8EL: L FAX : S6Lr ) ATT8EL: E 

みずほ銀行 第5 集中支店

f $9 

「ラ イ オ ンズ ク ラ ブ1 可際協会h 

【役員必携 SE6E68E6ETr H 9: A 】

E • 9 般社Q91h 法人 TT 本ラ イ オンズ （トT 事務所扱いの ~ h 行物 ・頒布品代）

〒T6: 866EA 東京都DTT 央区八重洲E8)8T( 

JOTO ビル9 階

一般~m 法 人n 本ラ イ オンズ

I nR 4 S6Lr ) E) E8TE) L 「AX : S6Lr LE: T8: LAA 

（ラ イ オン誌） I nR 4 S6Lr ) ) F : 8AFFF 「AX : S6Lr ) ) F : 8AFAT 【役員必携 SE6E68E6ETr H 9: 】

ふ 新ク ラ ブ結成関係認証費等 （追IJll チャ ーターメ ンバー分を含む） ※レオク ラ ブ結成関係を除 く

〒T66866TT 東京都千代田区内幸町T8L8T 

幸ビルデ イ ングE 階

ラ イ オ ンズク ラ ブ阿際T ヽ協合6 A F, 、@BD ー闘幣事務局

I nR 4 S6Lr ) ATT8EL: L FAX : S6Lr ) ATT8EL: E 

みずほ銀行 第5 集中支店

普通預金 （専x + 座番け）

「ラ イ オ ンズ ク ラ ブ1 叶際協会h 

【役員必携 SE6E68E6ETr H 9T( T 】

: 9 地区会費等／地区/ . n 協力金／地区レオ育成金他 （ア ク テ ィ ビテ ィ 関係）

〒A6866( ( 鹿児島市上流田町T) 8ET 

ラ イ オンズ ク ラ ブ 1 叶際協会LLF8o 地区キ ャ ビネ ッ ト事務局

I nR 4 S6XXr EXF8)) ) L 「AX : S6XXr AT:8FA: ) 

鹿児島銀行本店

（普通預金） f$9LT6AAX: 

「ラ イ オンズ ク ラ ブLLF8o 」

( 9 複合地区会費等

〒ATE866TL 福岡DTT 博多区博多駅束T8T ーLL はかた近代ビル Xj 

ラ イ オ ン ズ th ラ ブ 阿 際 協 会 LLF• 紺 合 地 区

ガ バ 十 一 協 講 合」 笙務 局

I nR 4 S6XEr : LE8FETT 「AX : S6XEr : LE8FELL 

E: 



LLF8o 地区旅費規定（案）
【今年度規定（案）】

区 分 交 通 費（航空機のあるところ） 通交通信費費 H 当

役 員 ホテルバック料金T663 8( 63 S キャビネット査定）

航空運賃 朝食 昼食 夕食

職 員 空航路線 空 機 実費 ED666 （ のあるところ） ホテルパック料金 TD( 66 LD666 

（単位／円）

【前年度規定】

区 分 交 通 費（航空機のあるところ） 交通費 H 当通信費

役 員 ホテルパック料金T663 ~ ( 63 S キャビネット査定）

航空運賃 朝食 昼食 夕食

職 員 航 空 機 実費 ED666 
（空路線のあるところ） ホテルパック料金 TD( 66 LD666 

（注） T9 税サービス料は宿泊料に含むものとする。

E9 職 員が役員と同行の場合は、必要に応じて役員と 同等の費用を支給

することができる。

L9 次の場合は 日当を支給しない。

（イ） 午前中に帰任の場合のその 日の 日当

（口） 夜行にて出発の場合のその 日のH 当
: 9 近郊の場合は、バス料金とする。

( 9 航空運賃についてはエコノミー料金とし、ホ テルパックを適用する。

ただし、会議 日時の決定がL6 日以内の場合はその限りではない。

尚、役員の支給については実費～半額の範囲内とする。

) 9 居住地 ・生活拠点を起点とし算出する。 （但し公務に伴う場合は別途考慮する。）

E( 

User02




LLF8o 地 区慶弔規定（案）

本規定において役員とは、名誉顧問、キャビネット構成員、監在委員をいう。

T9 役員が結婚したときは、T6 、666 円を贈る。

E9 役員並びに元地区ガバナーが死亡したときは、E6 、666 円相当の供花もしくは

弔慰金を贈る。

L9 会員が死亡したときは、弔電を贈る。

: 9 役員が傷病などにより入院又は自宅療養がL 週間以上を必要と認められたときは

見舞金 T6 、666 円程度を贈る。

( 9 役員が火災、風水害などに遭ったときは、その程度によって見舞金 T6 、666 円を贈る。

) 9 役員の一親等死亡（直族）の場合は、T6 、666 円以内の弔慰金もしくは、相当額の供花

を贈る。

F9 会員が叙勲（褒章含む）を受けたときは、祝電を贈る。

LLF8o 地 区キャビネット事務局慶弔規定（案）

T9 キャビネット事務局職員（以下職員という）及びその家族の慶弔については、この規定によ

E9 特別の有給休暇は次の通りとする。

（イ）本人の結婚の場合は……………………………………… ( A 

So r 子女の結婚の場合は……………………………………… 2 日

（ハ）配偶者死亡の場合は……………………………………… 7 日

（二）家族一親等死亡の場合は………………………………… 4 日

（ホ）祖父母、配偶者の父母、兄弟姉妹の場合は…………… TA 

（へ）上記規定以外の事項は適宣処置するものとする。

但し、いずれの場合も予め責任者の許可を受けなければならない。

E) 
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LLF8o 地区「緊急災害援助基金h 規定（案）

T9 目 的

この緊急災害援助基金は、発生した風水害及びこれに類する災害の復旧支

援を図ることを 目的とする。

E9 基金の調達

緊急災害援助基金は、各会員が TXA: ~ TXA( 年及びTXA( ~ TXA) 年度E 回各年度 T 、666 

円を前・後期2 回に分けて拠出した。今後地区、複合地区及び全 日本レベルで行う行事など

が完了して剰余金（地区一般会計剰余金含む）が生じた場合及び資金から生ずる利息は、

キャビネット会議の承認を経て、これを資金に繰り入れることができるものとする。

L9 援助の対象

援助の対象は、激甚災害として政令で指定されたもの若しくはそれに準ずるものに、緊急

災害援助基金委員会（以下委員会という）の決議により決定する。

: 9 委員会の構成

委員会は、地区ガバナー• 地区名誉顧問会議長・第一融地区ガバナー• 第二副地区ガバナー・

キャビネット幹事・キャビネット会計 ・各J . ・アラート委員長をもって構成する。

委員長には地区ガバナーがこれに当たる。

( 9 運 用

STr 援助の発案は、地区ガバナーが行う。

(2) 援助に当たっては、全委員の3 分の2 以上の賛成を要する。ただし、必要に応じて電信・電話

によって決定し、事後、文書でこれを確認することができる。

(3) 援助の金額及び援助の方法は、その都度決定する。

(4) 発案した地区ガバナーは、すみやかにその使途を報告する。

(5) その他の事項については、委員会の審議を得て決定する。

6 。 監 査

地区ガバナーは、複合地区会則第2 章／第23 条に準じて、この基金の会計監査を受け、期末に

おける残額は次期委員会に引き継ぐものとする。

F9 実施及び改廃

この規定は、TXA: 年F 月T 日より実施し、以後この改廃にかかることについては、キャビネット会議

において承認を図る。

SE6TF 年F 月ET 日追記）

この規定は、E6TF 年F 月T 日に遡って適用する。

EF 

User02




第 ) X 回年次大会ガバナーズア ワー ド授与基準 （案）

S@r グ ッ ドス タ ンデ ィ ン グ賞

前年度 3 月 T 日から今年度 E 月末 日までの T ヵ年のク ラブ：成績を下記のよ う に採点し、 上位 T6 
ク ラ ブヘ贈る。

1. 三役ス クールに、 会長、 幹事、 会計が出席 した場合 ST 人につき 7T6r 7L6 
E9 地区ガバナー諮問委員会に、 会長、 幹事、 第一副会長が出席 した場合 ST 回につき 7T6r 7) 6 
L9 ~ URt' f 活動報告が月末までに報告された顧 ST ヶ月につき） 7T6 
: 9 国際会費 （上半期分） が A 月末 日、 及び （下半期分） が E 月末 日までに納入された場合

係内入時に振込の写 しを必ずメ ールか j @< して下さい） （毎期毎に十E6r 7: 6 
( 9 地区会費 （上半期分） が A 月末 日、 及び （下半期分） が E 月末 日ま でに納入された場合

（地区指定口座にて納入確認 します） （毎期毎に十E6r 7: 6 
) 9 他のライ オンズ ク ラブをス ポンサー した場合 ST ク ラブにつき） 7E( 6 
F9 レオク ラブをス ポンサー した場合 ST ク ラブにつき） 7L6 
A9 ク ラ ブ支部を結成 した場合 ST 支部ク ラブにつき） 7L6 
X9 会員 （家族 ・子会員を含む） 増 ST 名につき） 7T6 
T69 会員減 ST 名につき） （但し、 会員死亡の場合は減点しない） 一( 
TT9 例会出席率、 期間中 トータル平均 A(3 以上の場合 7( 
TE9 例会出席率、 期間中 トータル平均 A(3 以下の場合 一( 
TL9 キャ ビネ ッ ト事務局よ り送付した書類の内、 指定された文書 （公式訪問質問書） 並びに

ク ラ ブよ り送付される （上半期決算書） が指定された期 日までに手支出された場合

（一件につき 十T6r 7T6 
T: 9 ライ オン誌記事掲載、 又は投稿 ST 件につき） 7T6 
T( 9 平和ポス ターコ ンテス トに出品した場合 ST ク ラブにつき） 十T6 
T) 9 全会員 LCIF 寄付参加ク ラブ ST ク ラブにつき） 7T6 
TF9 LCIF 寄付の合計が地区内f $9T ク ラブ （期間 ：前年度 3 月 T 日～今年度 E 月末 日） 7E6 
TA9 新アク テ ィ ビテ ィ コンテス ト参加ク ラブ ST ク ラブにつき） 十T6 

Sy r p ~ @ エ ク ス テ ン シ ョ ン ク ラ ブ賞

他のク ラブおよび支部および レオク ラブをス ポンサー したク ラブに贈る。

（期間 ：前年度 L 月 T 日～今年度 E 月末 日）

S. r p ~ @ エ ク ス テ ン シ ョ ン功労者賞 （各 ク ラ ブ : 名 を 限度 とす る ／ ク ラ ブ推薦に よ る ）

So r p ~ @ 会員増強優秀 ク ラ ブ賞 （合併は対象外 と す る ） （各上位 ( ク ラ ブに贈 る ）

① 会員増強 T63 ないし、 ( 名以上の純増ク ラブに贈る。

（期間 ：前年度 L 月 T 日～今年度 E 月末 日）

② 会員 E6 名未満のク ラブでは会員増強 E63 ない し4 名以上増員 したク ラブに贈る。

（期間 ：前年度 L 月 T 日～今年度 E 月末 日）

Snr p ~ @ 会員維持 ・満足度ア ッ プ優秀 ク ラ ブ賞 （会員数 E6 名以上の ク ラ ブを対象 と す る ）

期間中退会者ゼロのク ラブに贈る。 （但 し、 死亡 ・転籍によ る ものは止むを得ないものと して ドロ ップ

の対象 と しない。） （期間 ：前年度 L 月 T 日～今年度 E 月末 日）

EA 
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(F) ア ク テ ィ ビテ ィ （金銭） 優秀 ク ラ ブ賞

①アク テ ィ ビテ ィ 金額合計を今年度 E 月末 日の会員数で除した T 人当りの金額を算出し、 優秀なク

ラブに贈る。

②又アク テ ィ ビテ ィ 金銭合計が顕著なク ラブに贈る。

（期間 ：前年度 L 月 T 日～今年度 E 月末 日）

Sp r ア ク テ ィ ビテ ィ （労力） 優秀 ク ラ ブ賞

①参加延人時を今年度 E 月末 日の会員数で除した T 人当り の時間を算出し、 優秀なク ラブに贈る。

Ｃ参加延人時合計の上位 L 位までの優秀なク ラブに贈る。

（期間 ：前年度 L 月 T 日～今年度 E 月末 日）

（但 し、 レオの参加はQ< 参加人時。 その他参加者は 69 ( < 参加人時）

(H) ア ク テ ィ ビテ ィ （特別） 優秀 ク ラ ブ賞

充分に検討された活きた奉仕であって、 しかも独創的なアイ ディ アのアクテ ィ ビテ ィ を行ったク ラブ

に贈る。

Str 会報特別優秀 ク ラ ブ賞 （会報誌及びネ ッ ト $% g H に よ る会報 も含む）

会員 ・ ク ラ ブに運営および奉仕事業に関する必要な知識を与える編集がな されている会報を 4 回以上

発行 し、 地区委員長へ送付配信 し、 特に編集において優秀と認められたク ラブに贈る。

（期間 ：前年度 L 月 T 日～今年度 E 月末 日）

Shr ホーム ペー ジ特別優秀 ク ラ ブ賞

ホームページを新規開設、 または継続 して更新 している ク ラブの う ち、 特に編集において優秀 と認め

られたク ラブに贈る。

(K) PR 優秀 ク ラ ブ賞 （①~ ③全項 目を統合 し、 PR に貢献 した優秀 ク ラ ブに贈 る ）

① 一般新聞に掲載 （新聞社発行 ： 申請時にコ ピーを添付する／ライ オンズをPR する内容のもの）

② テ レビ ・ ラ ジオ放送 （申請時に番組名 ・ 内容を添書する／ライ オンズをPR する 内容のも の）

③ ク ラブホームページ ・ フェイ ス ブッ ク等によ るPR 

(L) ガバナーズ レ タ ー賞

ガバナーズ レター投稿において優秀と認められたク ラブに贈る。

(M) YCE 事業特別優秀 ク ラ ブ賞 (1 0 点以上の ク ラ ブに贈 る ）

YCE 事業優秀 ク ラ ブ賞 (5 点,..._,9 点の ク ラ ブに贈 る）

※評価点 ：受入 T 名につき ( 点、 f% 遣ユ名につき L 点とする

～コ ロナで開催できなかった場合～

派遣候補生の育成事業を計画 し実施されている （候補生育成人数 T 名 T 点）

地域の留学生と の交流を図 り派遣候補生の育成に取 り組んだ （候補生育成人数 1 名 1 点）

(N) ラ イ オ ン ズ ク エ ス ト優秀 ク ラ ブ賞

ライ オンズクエス ト開催ク ラブに贈る。

(0) FWT 優秀 ク ラ ブ賞

① 女性会員増強 T63 ない し、 L 名以上の純増ク ラブに贈る。

（期間 ：前年度 L 月 T 日～今年度 E 月末 日）
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② 小児ガン支援に功績のあったク ラブに贈る。

SHr 姉妹ク ラブ結成ク ラ ブ賞

SP r T663 ク ラブ幹事賞

前年度ク ラブ優秀賞を受賞 したク ラブの前年度幹事に贈る。

SJ r 会員増強特別賞

新会員4 名以上ス ポンサーした会員に贈る。 （期間 ：前年度 L 月 T 日～今年度 E 月末 日）

S• r 献眼 ・献腎 ・献血 ・骨髄登録 ・臓器提供並びに意思表示カー ドに関するアワー ド

（期間 ：前年度 L 月 T 日～今年度 E 月末 日）

（その 1) 献血実施優秀ク ラブ賞

・受付人数ではな く 実施人数 ・共催団体数で除した人数

（その Er 骨髄登録優秀ク ラブ賞

・骨髄バンク登録の実施人数

（その Lr 角膜、 腎臓、 骨髄提供優秀ク ラブ賞

・ ライ オンズ仲介で角膜、 腎臓、 骨髄の提供の実施も しく は申し出を した人数

（その : r 三献啓豪活動実施ク ラブ賞 ※事前にキャ ビネ ッ トで了承 したセ ミ ナー とする

・骨髄バンク 、 アイバ ンク 、 献腎、糖尿病対策、糖尿病教育な どのセ ミ ナー、 シンポキ

ャ ンプ、 その他のアク トを実施 した場合は開催ク ラブに T66 点ぅ （共同事業は接分）

セ ミ ナー等の出席に関しては T 人 T6 点) (要請人数以内とする）

SI r その他ガバナーが認めるアワー ド

① メ ル ビン・ジ ョ ーンズ ・フェ ロー STD666- 献金） 今年度を も って L· ( · T6· T( · E6· E( 。L6 
L( · : 6· : ( · ( 6· ( ( · ) 6· ) ( · F6· F( · A6· A( · X6· X( · T66 回目の会員に贈る。

② R. tj 交付金を活用 したアクテ ィ ビティ を行ったク ラブに贈る。

③ 青少年育成において著 しく 功績のあったク ラブに贈る。

④ 環境保全の推進において著 し く 功績のあったク ラブに贈る。

⑤ 今年度で在籍 : 6 年及び ( 6 年になる会員に贈る。 （前年度受賞者は除く ）

⑥ その他

(U) 新ア クテ ィ ビティ コ ンペンシ ョ ン優秀ク ラブ賞

① R. tj 交付金を活用 した新アク テ ィ ビテ ィ

② 青少年健全育成および子ども の笑顔倍増キャ ンペーンに関する新アクテ ィ ビテ ィ

③ 環境保全に関する新アク ティ ビテ ィ

S! r レオ特別優秀ク ラブ賞／ レオ優秀ク ラブ賞

地区担当委員長が総合的に判断する。
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（ 各 ク ラ ブ ）

議 案 記 入 用 ＿一ー

鹿児 島 J 7 N

（タラブ名） 鹿 屋 R. (次期 会 長氏名） 小蓬原 尚昭
※理事会の承認を受けた議案のみ饉提出下さい。（理事会／承認日 : 年 ) 月T( 日）

■キャビネット会議 （ 議 案 ）

ニユーメンバースクールの開催

（提 出に至 った理 由 ・経緯 など）

コ ロナ禍 によ り 会員間の交流が制限 さ れ、 こ れ まで のよ う な教え あ う 機会が激減

して いま す。 こ れ によ り 、 自分が ラ イ オ ン と し て 何がで き る 可能性を も つのか ？さ
ら には自分が何者にな った のか ？さ え学べて いな いも のも でて き て いま す。

当ク ラ ブで のニ ュ ーメ ンバース ク ールは、 コ ロ ナ禍で ま と も に開催でき て いませ
ん。 ス ク ール用のマニ ュ アル等が存在する こ と も 承知 して いますが、 近年、 ベテ ラ
ン会員 と の入れ替え によ り 若年経験層が増加 し 、 ラ イ オニ ズム を理想的に引き 継 ぐ
こ と が 困難 と な り つつあ る のが現状です． ラ イ オニ ズ ム の低下は会員減少につな が
る と 危惧 し て いま す。

望み と し て は、経験豊富な方 にニ ュ ーメ ンバース ク ールを開催 して いただき 、 「ラ
イ オ ン と よ ばる る 人」 と し て基礎的な こ と と 、 ラ イ オ ンズ ラ イ フの魅力について ご
教授いた だ ければと 考えて お り ます。

※次期ク ラ ブ会長は、キャ ビネ
願いし ます。

ッ ト会議 SF 月 EE 日 T: 4668r の場において議案の説明をお

【 同 時 に 所 属 す る ゾ ー ン の 次 期 � . へ も ご 送 信 下 さ い 】

三 〒AX6866( ( 
鹿児島市上荒田町 T)8ET 

ライオンズクラブ国際協会LLF8o 地区 キャピネッ ト事務局

狂器 孵 ↑ー18Hz5 t-6-I ―% 討 お ！ず一月 贄 ~ TT1 
【ェ月 T 日（金）TV4$$~ 迄にFAX 又はメ ールにて ご送信下さい。 】

LT 



湯已 』 ）↑ ' 鹿心島T~ R. （次期会長氏名） 脇黒丸一典

※理事会の承認を受けた議案のみご提出下 さ い。 （理事会／承認 日04 年 06 月 23 日

※次期理事会メ ンバーに文書にて承認 して頂き ま した。

■ キャ ビネ ッ ト会議 （ 議 案 ）

ク ラ ブ理事会承認を得 る事の出来 る提出期限のルールを守 り取 り組

んで欲 しい

（提出に至った理由 ・経緯な ど）

先 日 FWT 委員ク ラ ブからの選任、 ク ラ ブ理事会の承認得ず事後報

告 と な り ま した。

ク ラ ブに所属 した推薦代表 と しての人選で有れば会員か らの協力

も得やす く運営 もス ムーズ にい く の じゃないで し ょ う か、 だから所

属 ク ラ プの会員、 理事会の承認、 推薦は大事 じゃないで し ょ う か ？

理事会の承認を受けた議案のみ， ご提出下 さ い と有 り ますラ イ オ

ンズ会員有ってのク ラ ブ代表選出で有れば特 にク ラ ブ理事会の承認、

推薦を得、 ク ラ ブ会員に知 らせる事の出来 る、 理事会、 例会を挟んだ

承認を受ける事の出来る提出期日でお願いします。
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（ 各 タ ラ ブ ）

議 案 記 入 用 紙

鹿児島 J 8 z

（クラブ名） 奄美大島 R. (次抵 会 長 氏 名 ） 窪田 光子

※理事会の承認を受けた議案のみご提出下さい。（理事会／承認日E6EE 年 ) 月 L6 日）

■キャビネット会議 （ 議 案 ）

T9 zc に関し、第 T 副地区ガバナーの「直接人選」とすることをLLF8o 地区の

内規に記すことを希望する。

E9 zc の選任に関して、第E 副地区ガバナーヘなり得る人材の選出とそのことに

理解示して下さる zc の任命が望ましいことをLLF8o 地 区内規に記してほし

い。

3 。キャビネット会計やリジョン会計と同様に、プーン会計をキャビネット委員会ま

たは運営委員会にて会計報告を行えるようにしてほしい。

※次期ク ラ ブ会長は、 キャ ビネ ッ ト会議 SF 月 EE 日T: 4668 
お願い します。

）の場において議案の説明を

【 同 時 に 所 属 す る ゾ ー ン の 次 期 � . へ も ご 送 信 下 さ い 】

三 〒AX6866( ( 
鹿児島市上荒田町 T)8ET 

ラ イ オンズクラブ国際協会LLF8o 地区 キ ャ ビネ ッ ト事務局
I nR46XX SEXFr ) ) ) L j @< 4 6XX AT: rFA: ) 
n8x zBQ4 Q; LLFY8E % d ; MQM%U9 〇 ; +9+M9ON 

【7 月 T 日（金）T( 4P PhB: にFAX 又はメ ールにて ご送信下さい。 】

LL 



（ 各 タ ラ ブ ）

議 案 記 入 用 ＿紙

（提出に至った理由・経緯など）

zc 選任につき ま して、 川田代ガバナーにおかれま しては第二副地区

ガバナーの時か ら次期地区役員の人選について、

ガバナー研修内で国際協会よ り

「第 T 副地区ガバナーは従来の推薦制に頼らず、 その任期中に自ら人選

に当り 、 地区ガバナー就任時に備える こ と」 と指導されているため、

ご自身がガバナーにな られる際には zc を T 本釣り する 旨をガバナー公式

訪問等で各ゾーンの会員の皆様にはっき り と宣言されておられま した。 こ

のよ う な ローテーシヨ ン廃止は、 時代の流れと して理解はでき ます。 しか

しながら、 当タ ラ ブ理事会の中か ら

• も う 少し時間をかけて会員の皆様にご理解をいただける よ う な

ご説明があ って も よかったのではないか。

・ 今まで8Z (離島でつながる ゾーン） の中で行ってきたラ イ オンズ活動

の歴史や地域性を考慮 した上でのゾーンからの zc 推薦のあ り かたを

国際協会の意向だか ら言われて も受け入れがたい。 急すぎる ・ ・ ・

・ラ イ オンズク ラ ブ会員は同じ会費を払い、平等な立場にある と思う ので、

私たち平会員の言葉にも っ と 耳を傾けてほしいと思う 。

な どのよ う な意見があがつており 、 旧理事会からの申し送り 事項と して

新執行部へ引き継がれ今回の議案提出に至っており ます。
※次期ク ラプ会長は、
お願い します。

キャ ビネ ッ ト会議 (7 月 EE 日T: 4668r の場において議案の説明を

【 同 時 に 所 属 す る ゾ ー ン の 次 期 � . へ も ご 送 信 下 さ い 】

三 〒AX6866( ( 
鹿児島市上荒田町 T) 8ET 

ラ イ オンズク ラ ブ国際協会 LLF8o 地区 キャ ビネッ ト事務局
I nR46XX SEXFr ) ) ) L j @< 4 6XXSAT: FA: ) 
n 8 x z B Q 4 Q ; L L F Y 8 E % ty ; M I M % y • $ ; + 9 ~ M -:-Jp 

【7 月 T 日（金）1&:QQ 迄．にFAX 又はメ ールにてご送信下さい。 】

L: 



（ 各 タ ラ ブ ）

議 案 記 入 用 紙

勿論、 ク ラ ブ会長 ・ 地区役員の立場からの意見と して、

「当時のガバナー公式訪問やその他会議等で川田代ガバナーのお言葉を

お聞き している はずの α; やク ラ ブ会長が、 ゾーン及びタ ラ ブに伝えきれ

ていなかった こ と もおか しいし、 も し、 しつか り と伝わっていたな ら今で

はな く 、 2 年前に反対の意見がク ラ ブか らあがつていた と思います。

このよ う にラ イ オ ンズク ラ ブと して組織の根幹部分が成り 立っていない

こ と か ら も 、 国際協会のロ ーテ ーシ ョ ン廃止については納得はでき ま

す。」 と 申しま した。 しか しその一方で、情報過疎であ った時代から ゾーン

内の輪を大切に し、ク ラ ブ内において も親睦を深め、会員増強を図るな ど、

会員の皆様のひたむきな活動を 目の当た り に してき ま した私には、理事の

皆様のご意見や思いは十分すぎるほど理解できま した。

そこで、ラ イ オンズ変革期にあ る今、「次世代のラ イ オンズについて」 し

っか り と ク ラ ブ内で話 し合い、 これから円滑かつ胸高鳴る ラ イ オンズ活動

に邁進でき る よ う 、 理事会の承認を得ま して、 下記の内容の議案を提出す

る運びとな り ま した。

※次期ク ラ ブ会長は、 キャ ビネ ッ ト会議 SF 月 EE 日T: 466D99Dr の場において議案の説明を
お願い します。

【 同 時 に 所 属 す る ゾ ー ン の 次 期 � . へ も ご 送 信 下 さ い 】

~ 
〒AX6866( ( 
鹿児島市上荒田町 T)8ET 

ラ イ オンズク ラブ国際協会 LLF8o 地区 キャ ビネッ ト事務局

~ ~ は ~ ~ B 5%mBT5Y) 8)Q % 4~ 4Tb~ m~ ~ 4~ ~ ~ F5_1 
【7 月 T 旦 （金 ）T( 46P 迄にFAX 又はメ ールにてご送信下さい。 】

L( 



（ 各 ク ラ ブ ）

議 案 記 入 用 紙一

T 9 川田代キ ャ ビネッ トから ロ ーテーシ ヨ ンを廃止し、 広い範囲から

最適な人材を求める よ う なカタチを L L F8o 地区で目指すのな ら

① タ ラ プローテーシ ヨ ンの弊害排除を心掛けてほしい （要望）

② 今年度 T 年間 （単年度） のこ と ではな く 、 継続的なこ と と して

定着する よ う に L L F8o 地区内規に記すな ど、何らかの明確な対

応をお願いいた します。

（理由 ：その時のガバナーでやり 方が変わる こ とは、会員に不信感

を与え、 会員減少に繋がるおそれがあ り 、 得策ではないから。）

③ ① ◆②の内容が難しいよ う な ら今まで通り に戻してほ しい。

E9 調べた と こ ろによ る と、 「第 T 副地区ガバナーの 「直接人選」 が

基本であるが、一部「推薦制」の併用も、過渡的措置と してやむを得な

い場合があ る。」 とあ り ま した。 も し、 過渡的措置と して こ こ数年の

間、 zc の人選がその時のガバナーに左右される よ う な状況が続く よ

う であるならば、ライ オンズ内の不協和音は続く と思います。そこで、

どちらの場合にせよ 「zc は未来のガバナー候補者」 である こ とには

間違いないので、 ガバナーの zc 選任に関しま しては、

ゾーンからの推薦であれ、ガバナーの直接人選であれ、第2 副地区ガ

バナーヘな り 得る人材の選出と そのこ と に理解を示して下さる zc の
任命をお願い したいと思います。

※次期ク ラブ会長は、 キ ャ ビネ ッ ト会議 SF 月 EE 日T: 4$$D999DDr の場において議案の説明を
お願い します。

【 同 時 に 所 属 す る ゾ ー ン の 次 期 � . へ も ご 送 信 下 さ い 】

三 〒AX6866( ( 
鹿児島市上荒田町 T) 8ET 

ラ イ オンズ タ ラ ブ国際協会 LLF8o 地区 キャ ビネッ ト事務局
I nR46XX SEXFr ) ) ) L j @<4 6XX AT: rFA: ) 
n8x zBQ4 Q; LLFY ― E %~ ; MQM%U9 〇 ; +9+M9ON 

【F 月 T 日（金）TV4$$ 迄 にj @< 又はメ ールにてご送信下さい。 】

L) 



（ 各 タ ラ ブ ）

議 案 記 入 用 紙

3 。 ゾ ーン費において、

E6E68E6ET 年度年次大会において決議事項であ る zc の活動費、

上期 ・下期 ・年度末の報告が前期な さ れて いなか った こ と を踏ま え、今

期は決議事項を遵守 し、 ゾ ーン費の会計報告の公開をお願い しま す。

やは り 、 会員の皆様か ら 集めてお り ま す大切な会費ですので、 誰で も

閲覧でき る よ う に して 頂き た く 存 じま す。

理由 と いた しま しては、 今後、 上期 。下期 ・年度末の会計報告を行っ て

いただ く こ と で、 zc の活動内容を よ り 多 く の会員の皆様に理解 してい

いただけ、 ゾ ーン費が何に使われている か明確化する こ と で、 会員の

皆様が安心する と 共に、 こ れか ら の zc の活動に対 し、 よ り 多 く の会員

の皆様の ご協力が得 られ る と 考え る か ら です。

※ガバナーチームヘのお願い事項

今後の zc 含め地区役員の活動に際 し、 円滑に進めていける よ う

ガバナーが選んだ zc ・ 地区役員・委員の任命に当り 、

所属ク ラ ブは進んで協力する よ う 、 その と き のキ ャ ビネ ッ ト に

おいて指導する こ と 徹底 していただき た い。

※次期ク ラ ブ会長は、 キャ ビネ ッ ト会議 SF 月 EE 日T: 4662er の場において議案の説明を
お願い し ます。

【 同 時 に 所 属 す る ゾ ー ン の 次 期 � . へ も ご 送 信 下 さ い 】

三 〒AX6866( ( 
鹿児島市上荒田町 T) 8ET 

ラ イオンズタラブ国際協会 LLF8o 地区 キャ ビネッ ト事務局

B 互は 1 買~ / ー4+9 ―【キー~ -・~ ; % イ：；' ! ゞ ：Tb~ m ー：I~~~~ 『/~:
【F 月T 日（金）TV4$$ 迄 に j @< 又はメ ールにて ご送信下さ い。 】

LF 



E6EED9999ZZDE6EL 年度 キ ャ ビネ ッ ト行事 日程表 （案）

E 6 E E 年 SE6EE9F9TE 現在）

◆ 6 月
) 月 ) 日（月） 沖縄 J 9 三役ス ク ール

) 月 T 6 日（金） 鹿児 島J 9 三役 ス ク ール

於 ：沖縄ハーバー ビ ュ ーホテル

於 ：城 山ホテル鹿児島

◆ 7 月
F 月 T 日（金）

F 月 EE 日（金）

F 月 E ( 日（月）

◆ 8 月
【 8 月 $% 9 月】

A 月 : 日（木）

A 月 ( 日（金）

A 月 A 日（月）

A 月 T 6 日（水）

A 月 T A 日（木）

A 月 T X 日（金）

◆ 9 月
9 月 3 日（土）

X 月 T ) 日（金）

X 月 T F 日（土） 沖縄 J 9 T � ガバナー公式訪 問

X 月 T A 日（日） 沖縄 J 9 L � ガバナー公式訪 問

X 月 E ( 日（日） 与論 R. : 6 周年 記念式典

E6EED99DDZDE6EL キ ャ ビネ ッ ト事務局開局 （鹿児 島）

第 T 回 キ ャ ビネ ッ ト会議 於 ：鹿児 島サ ン ロ イ ヤルホテル

複合地区ガバナー協議会 第 T 回 定例会 於 ： 福岡市

第 T 回 地区ガバナー諮問委員会 （ゾー ン ・ミ ーテ ィ ン グ）

鹿児島J 9 T· E � ガバナー公式訪 問

鹿児島R. 3 Z ガバナー公式訪 問

鹿児 島R. 6 Z ガバナー公式訪 問

鹿児島R. 4 Z ガバナー公式訪 問

鹿児島R. 5 Z ガバナー公式訪 問

鹿児島R. 7 Z ガバナー公式訪 問

鹿児 島R. 8 Z ガバナー公式訪 問

沖縄R. 2Z ガバナー公式訪 問

◆ T 6 月
T 6 月 T ( 日（土）

◆ T T 月
【 T T 月中】

T T 月 T 8 日（金）

T T 月 E6 日（日）

T T 月 EE 日（火）

種子島R. ( ( 周年 記念式典

第 2 回 地区ガバナー諮問委員会 （ゾー ン ・ ミ ーテ ィ ン グ）

第 2 回 キ ャ ビネ ッ ト会議

鹿児島谷 山R. ) 6 周年 記念式典

出水 R. ) 6 周年 記念式典

T T 月 E: 日（木）～ 第 ) 6 回 オセ アル フォ ー ラ ム

T T 月 E F 日（日）

T T 月 E F 日（日） 恩納 R. E( 周年 記念式典

◆ T E 月
T E 月 T 日（木） 第 ) X 回地区年次大会事務局開局 （鹿児島）

T E 月 EA 日（水） キ ャ ビネ ッ ト事務局 御用納 め

於 ：済州島

LA 



E 6 E L 年
〇 Q 月

【 T 月下旬】

T 月 : 日 （水）

● 2 月

【 2 月 $% 3 月】

E 月 T E 日 （日）

E 月 T A 日 （土）

● 3 月

L 月 T E 日 （日） 鹿児島黎明R. L( 周年 記念式典

【 3 月下旬】 議案並びにア ワ ー ド審議委員会

地区会計監査 （上半期）

キ ャ ビネ ッ ト事務局 御用始め

第 L 回 地区ガバナー諮問委員会 （ゾー ン ・ミ ーテ ィ ン グ）

さつま ）tt 内未来 R. L( 周年 （新生 T 6 周年） 記念式典

第 3 回 キ ャ ビネ ッ ト会議 於 ：那覇市

●4 月

【 複合地区大会の

約 L6 日前 】

: 月 T ( 日（土）

: 月 T ) 日（日）

◆ 5 月
( 月 E6 日（土）

◆ 6 月

【 6 月下旬】

) 月 L6 日 （金）

※ 【次期 7 月】

第 4 回 地区ガバナー諮問委員会 （ゾー ン ・ミ ーテ ィ ン グ）

第 ) X 回 地区年次大会 於 ： 鹿児島市

議事運営委員会 （地区役員関係者のみ） （会場／サ ン ロ イ ャ ルホテル）

大会式典 （代議員会） （会場／サ ン ロイ ャ ルホテル）

ガバナー晩餐会 （会場／サ ン ロイ ャ ルホテル）

第 4 回 キ ャ ビネ ッ ト会議 於 ： 鹿児 島市

第 ) X 回 ラ イ オ ンズ ク ラ ブ国際協会 LLF 複合地区年次大会

於 ：熊本県熊本市

第 T 6 ( 回 ボス ト ン国際大会 E 6 E L 於 ： ア メ リ カ

E6EE~ E6EL 年度 キ ャ ビネ ッ ト事務局閉局 （鹿児島）

地区会計監査 （下半期）

LX 



E6EE~ E6EL 年度

ガバナー公式訪問実施予定表（案）
（新咽コロナウイルス感染拡大状況次第で変更の可能性もあります） SE6EE9F9T 現在）

月 日 曜 J α 訪 問 先 予 定 訪 問 ク ラ ブ

■ 鹿児島，鹿児島中央，種子島，鹿児島城山，鹿児島黎明
鹿 l 
児 鹿児島明倫

: 木 島 鹿 児 島 市
J 鹿児島南洲，鹿児島谷山，鹿児島さつま，鹿児島第一，

E 
鹿児島南，鹿児島リバテ ィ，鹿児島維新

( 金 L 日 置 市 加世田，枕崎，川辺，吹上，指宿，市来郷，知覧，日置中央

串木野，宮之城，川内，東郷さつま，さつま川内未来，
A ) 土 : い ち き 串 木 野 市

川内第一，鹿児島甲陵，川内なでしこ

TA 木 ( 出 水 市 出水，阿久根，伊佐，長島

A 月 ) 霧 島 市 国分隼人，霧島，始良，きりしまシニア，霧島みらい

TX 金 F 曽 於 市 末吉，志布志，鹿屋，鹿屋第一，財部

L 土 A 沖 永 良 部
瀬戸内，徳之島，奄美大島，沖永良部，与論，喜界，奄美名瀬

（ 知 名 町 ）

■
TF 金 沖 l 恩 納 村 名護，石川，恩納，北谷，沖縄ピース

縄， J 
沖縄キーストン，宜野湾・普天間，浦添，嘉手納・読谷

T) 土 E 宜 野 湾 市
浦添てだこ

沖縄，八重山，宮古，首里キャッスル，
TA 日 L 那 覇 市

豊見城，糸満白銀，南風原かすり，那覇

【訪 tt り先は 、 ＾応� . 所属クラブ所在地を tt 安。 日鹿児島J 5( 6. ■沖縄J5t• . 地区計5) A. 】

: 6 



年 次 大 会

■ 第) X 回地 区年次大会 （於：鹿児島市）

年 月 A 曜 行 事 予 定

議 事 運 営 委 員 会 （会場／サンロイヤルホテ ル）

E6EL 年 : 月 T( 日 （土） 大 会 式 典 （代 議 員 会 ） （会場／サンロイヤルホテ ル）

ガ バ ナ ー 晩 餐 会 （会場／サンロイヤルホテ ル）

■ 第) X 回複合地区年次大会 （於：熊本県熊本市）

年 月 A 曜 行 事 予 定

代 議 員 会 。 大 会 式 典
E6EL 年 ( 月 E6 日 （土） （会場 ／熊本県熊本市）

晩 餐 会

■ 第) 6 回東洋 ・東南ア ジアフォーラ ム （於：韓 国／済州市）

年 月 B 曜 行 事 予 定

木 各種セレモニー

E: 日 金 開会式 ・レセプシヨン
E6EE 年 TT 月 ～

EF 日 土 各種セミナー ・国際会長晩餐会

B 閉会式

■ 第T6( 回ボス トン 国際大会 （於：アメリカ／ボス トン）

年 月 A 曜 行 事 予 定

大会サービスセン ター• オープン

インターナショナルパレード

E6EL 年 ) 月 未定 開会式 • 各種セミナー

各種セミナー ・各種セレモニー

投票 ・閉会式 （地 区ガバナー就任宣誓式）

: T 



E6EE~ E6EL 年度

0 周年式典予定表

E6EE 年F 月( 日現在

R z ク フ ブ名 ＇＇．、 月 馘 0 周年 開催 日

種 子 島 TX) F9 T69 E( ( ( 周年 E6EE9 T69 T( (上）

T 

鹿 児 島 黎 明 TXAA9 T69 EA L ( 周年 E6E4h9 L9 TE ( 日）

E 鹿 児 島 谷 山 TX) L9) 9L ) 6 周年 E6EE9 TT9 E6SjQr 

巾• 来 郷 TXFA9A9) : ( 周年 未定

L 
鹿
J1B し jQ 置 中 央 TXXF9) 9F E ( 周年 未定
島

: さ つ ま 川 内 未 来 TXAX9F9L6 L ( 周年 E6E4h9 E9 TE ( 日）
（新生T6 周年）

( 出 水 TX) E9 F9 T6 ) 6 周年 E6EE9 TT9 EE (火）

) き り し ま シ ニ ア E66L9 T9 T: E6 周年 未定

A 与 論 TXAE9 T69 ( : 6 周年 E6EE9 X9 E( S 日）

T ，因しか 納 TXXF9 ) 9 t E ( 周年 E6EE9TT9EF (f]) 

沖
糸 満 白 銀 E6TL9( 9EX T 6 周年 未定

縄

L 

首 里 キ ャ ン ス ル TX) E9 T69 ( ) 6 周年 未定

（※各 ク ラ ブ報告 に基づ き 作成）

: E 



参 考 資 料

: L 



E 6 E E 年 F 月 ) TT 

ラ イ オ ンズ ク ラ ブ国際協会 LLF8o 地区

前地区ガバナー

前キャ ビネ ッ ト

前キャ ビネ ッ ト

力II 藤俊作

徹

E6ET~ E6EE 年度 キ ャ ビネ ッ ト よ り の申 し送 り事項

E6ET~ E6EE 年度第 : 回キャ ビネ ッ ト

tt 時 ： E 6 E E 年 : サ Q T F TT STTr T o 時~ T LTT 寺

場所 ： ホテルさ つき苑

R 「各 ゾーンか ら推薦さ れた方をガバナーが任命する方法」、 も し く は、 「それ以外の方

法で zc を任命す る方法」 て採決 を取 り、 「各 ゾーンか ら推薦 さ れた方をガバナーが任

命する方法」 が E 6 対 して 「それ以外の方法て zc を任命す る方法」 が 6 票 と な

った。 こ のキャ ビネ ッ ト会議で採決 した通 り、 「各ゾーンか ら

ーが任命する方法」 に決定。

された方 をガバナ

第 : 回キ ャ ビネ ッ ト会議て は、 以 t · 9 T 点が中し送 り と な り ます。

E6ET~ E6EE 年度キ ャ ビネ ッ ト会議 （特別会議）

tt 時 ： E 6 E E 年 ) り Q T ( TT (水） T : 時~ T ( 時 L 6 分

場所 ： かご しま国際交流セ ンタ ー

1. 今後、 第二B 「lj 地［メ：ガバナー と RC は今 まで通 り兼任 と していただき たい。

キ ャ ビネ ッ ト （特別会議） て は、 以■ T 点が中 し送 り と な り ます。

: : 



LLF8o 地区大会開催地並びに大会会長
年 次 大 会 年 度 大会会長（地区ガバナ一）

第 E F QBBQ TXA6 8 TXAT 岡 ：TT 徹

第 E A "BBG TXAT ~ TXAE 古 賀 大 策

第 E X QBBQ TXAE ~ TXAL 林 栄 光

第 L 6 sDBG TXAL ~ TXA: 躇 Tt T 略 次

第 L t "B_G TXA: ~ TXA( 松 本 文 雄

第 L E tBBr TXA( ~ TXA) 遠 矢 善 栄

第 L L 回 TXA) ~ TXAF 中 村 愛 一

第 L : "B_G TXAF ~ TXAA 田 • t • 鶴 夫

第 L ( SB_G TXAA ~ TXAX 石 原 光 雄

第 L ) 回 TXAX ~ TXX6 島 袋 全 一

第 L F 回 TXX6 ~ TXXT 多田隈 和 成

第 L A [u] TXXT ~ TXXE 古 田 憲 史

第 L X tBBr TXXE ~ TXXL 市 来 健 史

第 : 〇 [u] TXXL ~ TXX: 前 森 一 徳

第 : t SB_G TXX: ~ TXX( 伊 藤 智 章

第 : E 回 TXX( ~ TXX) 有 馬 駿 一

第 : L 回 TXX) ~ TXXF 森 田 賓

第 : : "B_G TXXF ~ TXXA 住 本 親 人

第 : ( tBBr TXXA ~ TXXX 塩 倉 安 仲

第 : ) 回 TXXX ~ E666 杉 田 貞 治

第 : F "B_G E666 ~ E66T 水 II り 良 信

第 : A tBBr E66T ~ E66E 中 西 久 禰

第 : X 回 E66E ~ E66L 魚 柱 昭二郎

第 ( 〇 [u] E66L ~ E66: 伊集院 一 男

第 ( t tBBr E66: ~ E66( 尾 池 希 雄

第 ( E 回 E66( ~ E66) 上 之 邦 彦

第 ( L [u] E66) ~ E66F 百 田 勝 彦

第 ( : SB_G E66F ~ E66A 二階堂 輝 男

第 ( ( 回 E66A ~ E66X 岩 切 孔

第 ( ) 回 E66X ~ E6T6 宮 貞 夫

第 ( F "B_G E6T6 ~ E6TT 鬼 塚 俊 郎

第 ( A tBBr E6TT ~ E6TE 識 名 安 信

第 ( X [u] E6TE ~ E6TL 増 田 敏 雄

第 ) O SB_G E6TL ~ E6T: 肥 後 光 春

第 ) T 回 E6T: ~ E6T( 布 村 純 徳

第 ) E 回 E6T( ~ E6T) 海老原 万 道

第 ) L [u] E6T) ~ E6TF 喜 禎 光 弘

第 ) : tBBr E6TF ~ E6TA 吉 村 千鶴子

第 ) ( 回 E6TA ~ E6TX eBet TQT 純 廣

第 ) ) SBBG E6TX ~ E6E6 玉 城 清 重

第 ) F "B_G E6E6 ~ E6ET 寿 浦 数 馬

第 ) A sDBG E6ET ~ E6EE 金 沢 幸 •一

第 ) X 回 E6EE ~ E6EL 川田代 泰 和

※敬称 略

: ( 



LLF8o 地区歴代キャビネット三役

年 度 i 所在地 i 地区ガバナー i 所属クラブ i 幹 事 i 所属クラブ i 会 Jt i 所属クラブ

E6EE8E6EL ド 鹿 児 島 市 ） i 川 ● 代 泰 和! j( 鹿 児 島 第 ・ ）i 北 h1h 美 子! j( 鹿 児 島 第 ·)i 本 多 弘 毅 ! i< 鹿 児 島 ）

: ) 



LLF8o 地区クラブ調査表
（鹿児島J 5( 1. 沖縄J 5TA. 地区計) A. r 

J 5� クラブ名 年度別 D 地区結 スポンサー 結 成 . f チメ‐ンーバターー 初 代 会 長 初 代 幹 事成順 ク ラ ブ 年 月 にt 年月 日

即T55 「!!第鹿 児 島 TX( X E 熊 本 TX) 69 ) 9 E TX) T9E9TT LX 柳 井 昌 憲 森 原 喜 夫

t � 鹿 児 島 %sT 央 TX) L T) 鹿 児 島 TX) L9TT9ET TX) : 9 ( 9 ( : F 今 給 黎 満 幸 柳 III 喜 八 郎

種 子 島 TX) F EA 鹿 児 島 TX) F9T6DE( TX) X9X9T: : 6 ’ t · 5ts 時 佐 和 田 正 之

鹿 児 島 城 山 TXF: L( 鹿 児 島 さ つ ま TXF: 9F9T: TXF( 9 E9 X : ( 右 村 栄 蔵 _9 原 綽 人

鹿 児 島 黎 明 TXAA : F 鹿 児 島 中 央 TXAADT6DEA TXAX9L9ET LE 中 村 忠 徳 広 瀬 稔

S) . r 鹿 児 島 明 倫 E66: ) 6 鹿 児 島 城 ,,, E66( 9 ふ ( E66(9( 9EX E( 野 F2 喜 平 野 智 之

E� 鹿 児 島 市 洲 TX) T X 鹿 児 島 TX) E9 ( 9 E TX) L9 EDE: EA RBQ n 正 人 平 田 大 助

鹿 児 島 谷 山 TX) E TE 鹿 児 島 TX) L9 ) 9 L TX) : 9TT9A T( 竹 之 内 政 夫 古 /II 四 郎
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